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論説
　
徳
川
幕
府
刑
法
に
お
い
て
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
を
仕
置
と
い
い
、
ま
た
時
に
刑
罰
そ
の
も
の
を
も
仕
置
と
称
し
た
。
こ
れ
ら
の
刑
罰
は

公
事
方
御
定
書
下
巻
の
各
刑
罰
規
定
と
、
そ
の
執
行
方
法
を
総
括
的
に
規
定
し
た
、
全
第
百
三
条
の
「
御
仕
置
仕
形
思
事
」
の
条
文
に
よ

り
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
、
現
実
の
刑
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
御
定
書
に
規
定
さ
れ
た
各
犯
罪
の
法
定
刑
に
各
種
の
加

重
・
減
軽
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
処
断
刑
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。

　
本
稿
は
、
　
当
時
に
お
け
る
刑
罰
規
定
の
法
定
刑
か
ら
処
断
刑
の
発
生
す
る
、
　
各
種
の
刑
の
加
重
・
減
軽
の
原
由
な
ら
び
に
そ
の
方
法

を
、
徳
川
幕
府
刑
法
の
基
本
的
な
刑
法
典
た
る
御
定
書
を
中
心
と
し
、
あ
わ
せ
て
判
例
等
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

二

　
ふ
つ
う
刑
の
加
重
と
い
う
ば
あ
い
、
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
、
併
合
罪
、
常
習
犯
、
累
犯
の
ば
あ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
　
人
が

数
罪
を
犯
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
同
時
審
判
の
可
能
性
の
あ
る
と
き
が
、
　
い
わ
ゆ
る
併
合
罪
（
実
在
的
競
合
）
で
あ
る
が
、
　
こ
れ
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

い
て
は
徳
川
幕
府
刑
法
（
以
下
「
徳
川
刑
法
」
と
略
称
）
は
原
則
と
し
て
吸
収
主
義
を
と
り
、
そ
の
数
罪
中
一
番
重
い
犯
罪
に
つ
い
て
刑

を
論
ず
る
の
が
建
前
で
あ
っ
た
か
ら
、
刑
の
加
重
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
後
の
二
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
徳
川
刑
法
は
、
既
決
、
未
決
の
囚
人
が
逃
走
し
た
ば
あ
い
に
つ
い
て
、
現
行
刑
法
の
ご
と
く
、
こ
れ
を
独
自
の
構
成
要
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

を
も
っ
た
犯
罪
と
は
考
え
ず
、
こ
れ
を
す
で
に
行
わ
れ
た
犯
罪
の
刑
（
こ
れ
を
徳
川
刑
法
は
「
五
罪
」
と
い
っ
て
い
る
）
の
加
重
原
由
と

し
て
い
た
か
ら
、
刑
の
加
重
原
由
に
関
し
て
は
、
こ
の
点
の
考
察
も
さ
き
の
二
つ
の
問
題
に
加
え
て
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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以
下
、
常
習
犯
、
累
犯
、
逃
亡
に
よ
る
加
重
の
三
つ
に
分
か
っ
て
順
次
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
よ
う
。

徳川幕府刑法における刑の加重減軽e（石塚）

（一

j
平
松
義
郎
博
士
・
「
徳
川
幕
府
刑
法
に
お
け
る
犯
罪
の
競
合
」
　
（
国
家
学
会
雑
誌
、
第
六
九
巻
第
一
、
第
二
合
併
号
〉
参
照
。

（
二
）
周
知
の
よ
う
に
、
徳
川
幕
府
法
上
、
牢
は
原
則
と
し
て
未
決
の
囚
人
を
収
容
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
逃
疋
も
一
般
に
は
未

　
決
囚
の
逃
走
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
既
決
、
未
決
の
囚
人
の
逃
走
と
い
う
の
は
、
通
常
の
犯
罪
者
を
収
容
し
て
い
る
牢
か
ら
の
逃
定
で
あ
り
、

　
こ
の
ほ
か
、
再
犯
の
可
能
性
の
あ
る
無
宿
者
を
強
制
収
容
し
て
更
生
せ
し
め
ん
と
す
る
人
足
寄
場
か
ら
逃
走
す
る
ば
あ
い
が
あ
り
、
こ
の
ば
あ
い

　
は
独
立
の
逃
走
罪
と
し
て
処
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
種
の
逃
走
に
は
、
　
「
初
度
ハ
重
敲
」
　
「
二
度
目
ハ
入
墨
重
敲
」
　
「
三
度
二
及
ひ
候
ハ
＼

　
遠
嶋
」
の
ご
と
く
、
再
犯
、
三
犯
に
つ
い
て
の
規
定
も
あ
り
、
も
と
よ
り
、
こ
れ
は
単
な
る
累
犯
の
事
例
で
あ
り
、
後
述
A
累
犯
の
項
で
詳
述
す
る
。

（
三
）
た
と
え
ば
、
御
定
書
第
八
五
条
「
牢
抜
手
鎖
外
シ
御
講
之
地
溝
立
読
候
も
の
御
仕
置
之
事
」
に
「
寛
保
二
年
極
　
一
、
三
下
出
候
も
の
本
罪
相

　
当
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
」
、
第
百
三
条
「
追
加
延
享
二
年
極
　
一
、
監
本
罪
一
等
重
キ
御
仕
置
ハ
可
爲
遠
島
以
下
事
」
の
ご
と
し
。

1
　
常
　
　
習
　
　
犯

御
定
書
は
常
習
犯
に
関
す
る
一
般
的
な
規
定
を
お
い
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
各
種
の
刑
罰
規
定
の
中
に
個
別
的
に
規
定
し
て
い

る
の
み
で
あ
る
。

以
下
、
常
習
犯
関
係
の
条
文
を
列
挙
し
て
み
る
と
、

ω
　
御
定
書
第
四
二
条
「
奉
公
人
請
人
御
仕
置
之
事
」

延
享
二
年
極

一
　
奉
公
人
と
馴
合
欠
落
致
さ
せ
候
請
人

　
　
　
但
二
度
以
上
二
候
は
X
請
入
死
罪

重

敲
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②
　
第
五
五
条
「
三
笠
附
博
突
打
取
退
無
叢
御
仕
置
之
事

説　
　
　
追
加
、
延
享
二
年
極

論　
　
　
一
　
廻
り
筒
に
て
博
変
打
候
も
の

　
　
　
　
　
但
三
度
以
上
廻
り
筒
い
た
し
候
も
の
中
追
放

　
　
③
　
第
五
⊥
ハ
条
「
盗
人
御
仕
置
之
事
」

　
　
寛
保
元
年
極

　
　
　
一
　
三
物
買

　
　
　
　
　
但
年
來
此
事
二
か
か
り
居
候
も
の
ハ
死
罪

　
　
ω
　
全
第
五
六
条

　
　
追
加
、
寛
保
二
年
極

　
　
　
一
　
家
煮
え
忍
入
薔
悪
に
候
共
五
度
以
上
之
度
数
盗
い
た
し
候
も
の

　
　
㈲
　
第
六
四
条
「
巧
事
か
た
り
事
重
キ
ね
た
り
浮
い
た
し
候
も
の
御
仕
置
之
事
」

　
　
享
保
二
十
年
極

　
　
　
一
　
二
成
儀
申
掛
度
4
金
子
等
か
た
り
候
も
の

　
　
寛
保
三
年
極

過
入
墨
之
上

物
不
得
取
急
共

　
　
引
廻
之
上

　
　
　
死

金
高
雑
物
之
不
忠
多
少

　
　
　
　
　
　
獄

罪
門

料敲
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但
不
得
物
取
候
共
前
々
度
々
物
を
か
た
り
取
或
巧
三
品
重
キ
ハ
死
罪

㈲
　
第
七
六
条
「
あ
ば
れ
も
の
御
仕
置
之
事
」

從
前
々
之
例

一
　
あ
ば
れ
候
而
町
所
を
さ
わ
か
し
候
も
の

敲
之
　
上

　
　
所
　
　
　
梯

徳川幕府刑法における刑の加重減軽e（石塚）

　
　
寛
保
二
年
極

　
　
　
　
但
所
々
に
て
あ
ば
れ
候
に
お
い
て
ハ
敲
之
上
中
追
放

の
ご
と
き
も
の
が
あ
る
。

　
二
　
右
掲
各
規
定
の
う
ち
、
ω
、
②
、
㈲
は
そ
れ
ぞ
れ
、
　
「
二
度
以
上
」
　
「
三
度
以
上
」
　
「
五
度
以
上
之
度
激
」
の
ご
と
く
、
犯
罪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ

回
数
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
常
習
を
示
す
も
の
か
、
累
犯
を
示
す
も
の
か
一
寸
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
ω

の
「
五
度
以
上
之
直
門
」
の
「
忍
黒
垂
盗
」
が
引
廻
之
上
死
罪
と
い
う
の
は
、
忍
入
寮
盗
そ
の
も
の
が
一
度
で
す
で
に
死
罪
に
な
る
も
の
で

　
　
　
　
（
二
）

あ
る
か
ら
、
本
条
の
規
定
が
累
犯
加
重
の
規
定
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
ω
お
よ
び
②
で
あ
る
が
、

　
1
　
ま
ず
ω
に
つ
い
て
は
、
本
条
は
最
初
元
文
五
年
に
「
一
　
奉
公
人
と
馴
合
再
嫁
欠
落
致
さ
せ
候
請
人
死
罪
」
の
ご
と
き
形
で
草
案
が

つ
く
ら
れ
、
さ
ら
に
寛
保
元
年
に
「
一
　
請
二
立
奉
公
二
出
し
置
型
も
の
を
誘
引
出
し
又
候
外
工
費
候
も
の
　
死
罪
」
な
る
条
文
も
追
加
さ

れ
て
伺
出
さ
れ
た
が
、
延
享
二
年
に
い
た
っ
て
「
十
八
ヶ
出
目
（
寛
保
元
年
追
加
の
も
の
1
筆
・
者
註
、
以
下
同
）
廿
ヶ
條
目
（
元
文
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

草
案
の
も
の
）
畢
寛
同
意
之
様
二
相
聞
手
彌
絵
事
二
字
ハ
X
再
慮
虚
字
二
度
以
上
と
書
改
十
八
ケ
書
目
．
ハ
一
向
可
美
哉
」
な
る
見
解
の
も

と
に
、
　
「
請
二
立
奉
公
二
出
し
殺
意
も
の
を
誘
引
出
し
又
候
外
江
費
候
も
の
死
罪
」
な
る
草
案
は
捨
て
ら
れ
、
前
掲
元
文
五
年
案
の
も
の
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多ζΣ

嗣∫ 説

を
、
　
「
再
癒
」
か
ら
「
二
度
以
上
」
に
改
め
、
　
一
旦
成
案
を
み
た
が
、
そ
の
際
さ
ら
に
「
是
臨
御
引
札
之
趣
奉
承
知
候
十
八
ケ
條
目
相
除

痛
申
翻
然
共
本
文
之
科
一
度
之
節
風
車
答
無
之
候
而
ハ
如
何
蝦
鯛
候
二
付
与
敲
二
軍
付
二
度
以
上
二
候
ハ
垣
御
下
知
之
通
死
罪
可
然
奉
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

七
二
付
懸
紙
を
以
奉
伺
候
」
な
る
意
見
が
出
さ
れ
て
、
結
局
冒
頭
に
掲
げ
た
よ
う
な
御
定
書
の
規
定
が
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
条
成
立
の
過
程
に
お
け
る
右
の
事
情
を
考
え
る
と
き
、
前
記
草
案
十
八
ケ
条
目
の
根
拠
と
さ
れ
た
左
記
の
判
例
は
注
目
に
値
す
る
。

　
　
下
国
享
保
十
七
子
星
清
水
町
與
兵
衛
儀
緑
町
四
郎
兵
衛
方
位
居
候
庄
兵
衛
を
欠
落
致
さ
せ
所
々
江
奉
公
二
出
し
候
此
も
の
出
居
衆

　
　
（
デ
イ
シ
ユ
）
小
平
次
正
坐
之
寒
々
得
餅
盤
平
次
も
致
欠
落
其
上
庄
兵
衛
欠
蚕
後
も
途
中
需
庄
細
浦
六
方
よ
り
讐
貰
候
得
ハ
小
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
　
所
爲
と
申
儀
難
浮
彫
も
の
誘
引
出
し
候
同
然
之
仕
形
不
屈
撫
付
死
罪
成
候
例
を
以
相
認
申
候
」

　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
本
件
被
告
与
兵
衛
は
庄
兵
衛
の
請
人
と
な
り
、
庄
兵
衛
を
方
々
へ
奉
公
に
出
し
て
は
欠
落
さ
せ
て
利
得
を

謀
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
奉
公
人
誘
引
出
し
の
常
習
犯
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
本
件
を
基
礎
と
し

た
草
案
の
規
定
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
削
除
さ
れ
た
理
由
は
、
御
定
書
本
条
の
「
奉
公
入
と
馴
合
二
度
以
上
欠
落
さ

せ
た
も
の
」
と
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
と
い
う
見
解
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
該
犯
罪
の
常
習
犯
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　
■
　
つ
ぎ
に
②
の
「
廻
り
筒
三
度
以
上
」
の
規
定
で
あ
る
が
、
本
条
に
関
し
て
は
数
多
く
の
仕
置
例
が
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

も
そ
れ
ら
判
例
に
明
ら
か
で
あ
る
。
　
一
、
二
例
示
す
れ
ば
、

　
文
化
四
年
・
御
勘
定
奉
行
松
平
兵
庫
頭
伺

　
一
　
無
宿
長
兵
衛
品
々
悪
事
い
た
し
候
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
ロ
五
郎
左
衛
門
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
州
大
野
郡
高
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萱
之
村
雲
竜
寺
借
家
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徳川幕府刑法における刑の加重減軽日（石塚）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
　
壼
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
郎
作
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
十
　
郎

右
之
も
の
共
儀
豊
富
興
行
可
致
旨
久
左
衛
門
ハ
忠
言
傳
左
衛
門
藤
十
郎
ハ
同
意
い
た
し
村
内
又
作
兵
助
宅
二
お
み
て
興
行
い
た
し
殊
二

塁
左
衛
門
傳
左
衛
門
ハ
村
内
甚
助
善
助
七
二
て
廻
り
筒
籔
再
変
度
々
い
た
し
候
始
末
一
同
不
屈
二
選
久
左
衛
門
傳
左
衛
門
ハ
中
追
放
藤

十
郎
ハ
所
梯

　
此
儀
久
左
衛
門
傳
左
衛
門
は
隙
富
興
行
い
た
し
候
不
屈
も
有
之
候
華
押
廻
り
筒
篁
博
変
度
々
い
た
し
単
方
重
之
不
屈
二
付
廻
り
筒
二

　
て
三
度
以
上
博
変
打
候
も
の
中
追
放
と
有
之
御
定
二
見
合
伺
之
通
中
追
放
藤
十
郎
は
兵
庫
頭
御
仕
置
附
二
三
上
候
前
書
長
兵
衛
御
仕

　
置
え
引
當
候
例
之
源
左
衛
門
二
見
合
是
又
伺
之
通
所
梯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
評
議
之
通
濟

寛
政
十
年
・
日
光
奉
行
有
田
播
磨
守
伺

一
　
日
光
大
工
町
久
兵
衛
博
変
い
た
し
候
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
光
西
町
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
大
工
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
　
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
左
衛
門

右
之
も
の
儀
去
巳
六
月
中
鉢
壁
宿
酒
屋
太
郎
兵
衛
同
所
大
嶋
屋
彦
兵
衛
宅
え
罷
越
戴
拾
四
文
賭
之
め
く
り
か
る
た
爾
度
い
た
し
猶
又
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

兵
衛
器
財
旨
同
人
同
道
い
た
し
愴
慢
準
え
参
り
芝
地
二
お
み
て
名
前
住
所
不
存
職
人
下
之
も
の
共
寄
合
廻
り
筒
之
源
平
博
変
い
た
し
居

候
連
久
兵
衛
一
三
手
合
二
加
り
廻
り
筒
い
允
し
候
段
不
届
日
付
重
敲
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論説
　
　
此
儀
度
々
寄
合
博
変
い
た
し
候
二
は
無
御
座
吟
味
書
之
真
諦
て
は
去
巳
七
月
中
書
信
ッ
半
頃
よ
り
夕
七
ッ
時
過
迄
引
回
廻
り
筒
博
変

　
　
打
候
儀
二
て
三
度
以
下
二
御
座
候
間
去
ル
寅
年
之
御
書
付
二
見
合
霊
堂
通
重
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

　
　
　
評
議
之
通
濟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
以
上
廻
り
筒
博
変
三
度
以
上
、
す
な
わ
ち
度
々
行
な
っ
た
も
の
と
、
そ
れ
以
下
の
も
の
の
仕
置
例
を
例
示
し
た
が
、
右
の
例
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
本
条
の
規
定
が
博
変
常
習
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
三
度
以
上
、
以
下
で
区
別
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

　
　
　
（
九
）

で
あ
ろ
う
。

　
皿
　
以
上
、
御
定
書
に
お
け
る
常
習
犯
規
定
の
度
数
に
関
す
る
検
討
を
し
て
き
た
が
、
つ
ぎ
に
前
掲
㈹
の
丸
物
買
に
関
す
る
常
習
の
ば

あ
い
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
こ
こ
で
蓋
物
買
と
は
嵩
物
故
買
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
単
な
る
塗
物
故
買
に
関
し
て
は
、
や
は
り
同
条

に
「
追
加
、
寛
保
三
年
極
、
一
、
謡
物
と
乍
存
下
直
二
買
受
候
も
の
所
梯
」
な
る
規
定
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
陰
物
買
は
賊

物
故
買
の
常
習
者
に
対
す
る
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
両
者
に
関
す
る
幕
府
裁
判
所
の
見

解
は
、
寛
政
三
年
「
煮
物
買
と
急
物
と
乍
存
買
取
候
も
の
差
別
之
儀
二
付
評
議
」
に
明
ら
か
で
あ
る
、
曰
く
、

　
　
此
儀
御
定
書
二
会
物
買
入
墨
之
専
掌
但
年
嵩
此
事
二
か
か
り
居
候
も
の
ハ
死
罪
業
物
と
乍
存
又
買
い
た
し
候
も
の
入
墨
之
上
敲
と
有

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
　
之
工
学
盗
足
其
慢
罵
敷
品
と
乍
存
意
て
費
候
も
の
と
相
誓
い
た
し
置
買
取
右
品
野
点
を
渡
世
同
様
煙
い
た
し
候
も
の
を
陰
物
買
之
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　

　
　
違
え
引
當
盗
賊
と
存
又
ハ
怪
器
品
と
心
付
候
て
買
取
磐
梯
候
て
も
當
座
業
利
徳
而
巳
二
拘
り
渡
世
同
様
ユ
も
筆
致
類
ハ
盗
物
と
乍
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
下
直
二
塁
取
運
も
の
所
挑
之
御
定
え
引
當
可
申
儀
と
奉
存
候
然
庭
上
吉
田
村
西
念
寺
門
前
借
屋
伊
兵
衛
二
丈
左
衛
門
ハ
吟
味
書
之
趣

　
　
二
て
も
無
宿
躰
之
も
の
怪
図
工
着
類
等
度
々
持
参
り
盗
墨
黒
二
て
も
可
有
之
哉
と
心
付
候
得
至
嘱
直
之
品
々
費
買
二
い
た
し
候
ハ
・

　
　
徳
用
二
可
相
成
と
存
二
二
は
盗
賊
之
三
惑
聞
塗
壁
共
度
々
買
取
置
商
費
二
い
た
し
旨
趣
二
付
近
物
買
二
相
掛
り
可
申
候
得
共
年
來
か
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徳川幕府刑法における刑の加重減軽8（石塚）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

　
　
ミ
り
居
り
三
二
は
無
御
座
（
後
略
、
文
中
傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
、
続
物
買
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
費
渡
人
と
相
対
し
て
お
い
て
か
ら
二
物
故
買
を
な
し
、
し
か
も
そ
の
売
買
を
渡
世
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
）

に
し
て
い
る
も
の
の
謂
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
（
こ
れ
を
当
時
「
盗
足
買
」
と
い
っ
て
い
る
）
は
、
故
買
を
商
売
同
様
に
し
て

い
る
わ
け
で
な
く
、
単
に
［
時
的
な
利
害
で
行
な
っ
た
も
の
に
適
用
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
写
物
買
が
唐
物
故
買
の
常
習

犯
な
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
本
条
に
は
さ
ら
に
但
書
が
あ
り
、
　
「
言
言
御
話
事
二
か
か
り
居
候
も
の
ハ
死
罪
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
前
掲
評
議
に
お
け
る
伊
兵
衛
事
丈
左
衛
門
も
度
々
盗
品
の
故
買
を
し
て
い
た
こ
と
で
調
物
買
と
認
定
さ
れ
て
お
り
な
が
ら

も
、
　
「
年
老
か
か
り
居
候
二
は
無
御
座
」
と
い
う
こ
と
で
、
本
条
但
書
の
規
定
二
該
当
し
な
い
こ
と
が
判
旨
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
条
但
書
で
い
う
「
年
來
石
玉
二
か
か
り
居
候
も
の
」
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
前
掲
評
議
に
は
、
さ
ら
に
引
続
き
こ
の
点
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
伺
と
評
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
盗
賊
無
宿
金
藏
初
筆
御
仕
置
評
議
書
之
内
陰
樹
買
年
來
議
事
二
懸
り
居
候
と
申
は
何
年
程
よ
り
以
上
を
年
層
と
心
得
居
候
哉
之
旨
御
尋

　
二
御
座
候

　
　
此
儀
年
來
此
事
二
懸
り
居
候
と
心
界
定
二
年
数
之
儀
は
無
御
座
何
年
程
よ
り
以
上
を
年
來
と
極
メ
候
儀
も
無
之
尤
陰
物
と
存
候
品
を

　
　
重
モ
ニ
引
請
渡
世
二
い
た
し
候
内
二
も
其
始
末
二
寄
可
申
候
得
共
先
ッ
ハ
二
三
年
之
事
二
二
ハ
・
年
來
と
二
方
二
は
難
引
當
儀
と
奉

　
　
コ
ニ
　

　
　
存
候

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
陰
物
買
の
ば
あ
い
ば
あ
い
に
よ
り
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
大
体
三
年
見
当
の
期
聞
の
常
習
で
は
年
来
か
か
り

居
候
と
い
う
但
書
の
規
定
を
適
用
で
き
な
い
と
の
べ
て
い
る
か
ら
、
同
じ
く
常
習
で
も
、
時
間
的
に
か
な
り
長
期
の
継
続
を
要
件
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
）

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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ヨ／＼

話冊 説

　
三
　
以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
御
定
書
に
お
け
る
常
習
犯
の
規
定
を
概
観
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
御
定
書
は
常
習
犯
を
、
　
「
二
度
以

上
」
　
「
三
度
以
上
」
　
「
五
度
以
上
之
度
撒
」
　
「
度
々
」
　
「
所
々
に
て
」
等
の
言
葉
で
表
現
し
、
概
ね
、
刑
の
加
重
を
も
っ
て
の
ぞ
ん
で
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
例
外
的
に
、
と
く
に
刑
の
加
重
を
行
わ
ざ
る
旨
を
明
ら
か
に
し
た
規
定
も
あ
っ
た
。
御
定
書
第

二
二
条
「
御
留
場
に
て
鳥
殺
生
い
た
し
候
も
の
御
仕
置
之
事
」
に
、

　
追
加
、
從
前
々
之
例

　
一
　
隠
鳥
を
費
買
い
た
し
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
方
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
　
　
　
料

　
　
　
　
但
度
々
責
買
い
た
し
候
共
同
漸

と
あ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
　
科
条
類
典
朱
書
に
よ
れ
ば
、
　
本
条
本
文
は
享
保
十
六
年
、
同
二
十
年
の
判
例
を
、
但
書
は
元
文
元
年

　
　
　
（
一
四
）

の
仕
置
例
を
そ
れ
ぞ
れ
基
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
隠
鳥
の
売
買
に
つ
い
て
、
一
回
の

犯
行
も
常
習
も
と
も
に
過
料
に
処
し
た
事
例
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
は
隠
語
の
売
買
が
常
習
の
ば
あ
い
で
も
、
と
く
に
刑
の
加
重
を

行
な
う
必
要
を
み
と
め
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
御
定
書
の
上
に
、
何
故
と
く
に
、
常
習
の
ば
あ
い
に
も
刑
の
加
重
を
行
わ
ざ
る

旨
を
規
定
す
る
但
書
を
お
い
た
の
か
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
右
に
の
べ
た
と
こ
ろ
は
あ
く
ま
で
例
外
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
常
習
犯
は
刑
の
加
重
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
が
、
す
で
に
み
て
き
た
と
お
り
、
　
御
定
書
の
規
定
す
る
常
習
犯
は
、
　
賭
博
そ
の
他
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
そ
こ
で
当
時
の
刑
法

は
、
常
習
犯
罪
に
対
す
る
刑
の
加
重
を
こ
れ
ら
の
ば
あ
い
に
の
み
み
と
め
て
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
前
掲
御
定
書
の

規
定
は
単
に
例
示
的
に
数
条
を
お
い
て
い
た
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
あ
る
犯
罪
を
常
習
的
に
行
な
う
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
も
右
の
事
例
に
の
み
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
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い
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
判
例
を
し
ら
べ
て
み
る
と
、
す
で
に
み
て
き
た
御
定
書
に
規
定
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
常
習
犯
と
し

て
の
加
重
は
必
ず
し
も
み
と
め
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
当
時
の
刑
罰
体
系
の
中

に
お
い
て
、
死
刑
ま
た
は
遠
島
と
い
っ
た
極
刑
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
犯
罪
の
常
習
性
に
よ
る
刑
の
加
重
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
問
題
に

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
常
習
的
犯
罪
に
お
い
て
も
、
そ
の
犯
罪
回
数
を
問
題
に
す
る
こ
と
よ
り
、
そ
れ
に
よ
る
侵
害
法
益
の
大

小
と
い
う
点
を
問
題
に
し
て
い
た
こ
と
等
で
あ
る
。

　
と
く
に
後
者
の
ば
あ
い
、
た
と
え
ば
窃
盗
罪
の
ご
と
き
財
産
犯
に
お
い
て
、
雑
物
拾
両
以
上
、
以
下
と
い
っ
た
区
別
に
よ
っ
て
、
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
王
）

の
犯
行
で
も
こ
の
額
に
達
す
れ
ば
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
し
、
常
習
的
に
こ
れ
を
行
な
っ
て
も
賊
品
の
額
が
こ
れ
に
達
し
な
け
れ
ば
「
入
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

之
上
重
敲
」
と
い
っ
た
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
一
度
目
の
犯
行
が
軽
微
で
、
　
「
敲
」
の
み
で
す
ん
だ

窃
盗
犯
が
、
二
度
目
に
は
「
入
墨
」
、
三
度
目
に
は
「
死
罪
」
と
い
っ
た
よ
う
な
制
度
も
存
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く

累
犯
に
属
す
る
問
題
で
本
節
の
課
題
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
常
習
と
い
う
犯
罪
行
為
の
反
覆
に
よ
る
危
険
性
を
問
題
に
す
る
も
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
小
範
囲
に
と

ど
ま
り
、
同
じ
く
常
習
で
も
財
産
犯
等
侵
害
法
益
の
大
小
を
量
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
と
の
結
果
を
客
観
主
義
的
に
観
察
し
て
判
断

を
下
す
の
が
当
時
に
お
け
る
刑
法
の
考
え
方
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（一

j
　
高
柳
真
三
博
士
は
、
こ
れ
ら
を
累
犯
の
事
例
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、
許
物
買
や
、
後
述
の
隠
鳥
を
度
々
売
買
し
た
も
の
に
関
す
る

　
規
定
も
ま
た
累
犯
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
ら
れ
る
。
高
柳
博
士
「
徳
川
時
代
刑
法
の
概
観
」
八
五
－
八
八
貫
目

（
二
）
　
御
定
書
第
五
六
条
は

　
享
保
五
年
極
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論　説

　
　
　
家
内
江
忍
入
或
土
藏
杯
破
り
候
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
高
雑
物
之
不
二
多
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死

　
　
延
享
元
年
極

　
　
　
但
書
夜
二
不
限
戸
明
キ
有
之
山
岳
ハ
家
内
二
人
無
之
故
手
元
二
有
之
輕
キ
品
を
盗
取
候
類
入
墨
之
上
重
敲
と
規
定
す
る
。

　
　
　
　
本
条
本
文
は
い
わ
ゆ
る
「
忍
入
之
盗
」
で
、
但
書
の
規
定
す
る
窃
盗
と
違
う
点
は
、
概
ね
締
り
の
あ
る
処
へ
侵
入
し
て
窃
盗
す
る
も
の
で

　
　
　
あ
る
か
ら
忍
入
之
盗
あ
る
い
は
固
辞
明
之
二
等
と
呼
ば
れ
て
、
死
罪
相
当
の
犯
罪
で
あ
り
、
但
書
の
方
は
た
と
い
忍
入
っ
て
も
戸
が
明
い
て

　
　
　
い
る
と
か
、
戸
が
建
寄
せ
て
あ
る
だ
け
で
締
り
の
な
い
家
へ
入
っ
て
窃
盗
す
る
も
の
で
「
戸
明
之
盗
」
或
は
「
建
寄
之
盗
」
等
と
呼
ば
れ
て

　
　
　
入
墨
重
敲
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
平
松
義
郎
博
士
「
徳
川
幕
府
刑
法
に
於
け

　
　
　
る
窃
盗
罪
」
　
（
国
家
学
会
雑
誌
第
六
四
巻
五
、
六
、
七
合
併
号
、
同
六
四
巻
＝
、
＝
一
合
二
号
参
照
）

（
三
）
　
（
四
）
　
徳
川
禁
令
考
後
弓
第
二
巻
（
以
下
「
徳
禁
二
二
」
の
ご
と
く
酪
称
）
四
二
四
一
四
二
五
頁
。

（
五
）
　
徳
禁
後
二
、
四
一
八
頁
。

（
六
）
　
御
仕
置
例
類
集
、
新
類
集
七
之
帳
（
以
下
単
に
「
新
類
集
七
」
の
ご
と
く
略
称
し
て
引
用
）
　
（
一
六
四
）
文
化
四
・
無
宿
長
兵
衛
品
々
悪
事

　
い
た
し
候
一
件
。

（
七
）
　
古
類
集
八
（
三
八
三
）
寛
政
十
。
日
光
大
工
町
久
兵
衛
博
変
い
た
し
候
一
件
。

（
八
）
　
御
定
書
は
、
　
「
廻
り
筒
に
て
博
面
打
候
も
の
過
料
、
但
三
度
以
上
廻
り
筒
い
た
し
候
も
の
　
中
追
放
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
寛
政
六
年
に

　
賭
博
罪
全
般
の
刑
を
加
重
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
政
六
年
三
月
十
五
日
の
書
付
は
「
雷
雨
御
仕
置
御
定
之
内
雄
町
左
之
通
」
と
し
て
、
そ
の

　
中
で
廻
り
筒
に
つ
い
て
は
「
廻
り
筒
二
而
博
変
打
電
も
の
　
重
敲
」
と
改
正
さ
れ
て
い
る
（
粟
蔭
秘
画
、
貞
、
七
十
一
）
。

（
九
）
　
　
「
廻
り
筒
に
て
博
変
縞
候
も
の
　
過
料
、
但
三
度
以
圭
廻
り
溶
い
た
し
候
も
の
　
中
追
放
」
と
い
う
ば
あ
い
の
…
度
以
上
と
い
う
の
は
、
い

　
う
ま
で
も
な
く
、
一
つ
の
賭
場
で
何
度
と
い
う
の
で
は
な
く
、
日
を
替
え
て
何
度
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
註
（
七
）
所
引
の
寛

　
政
十
・
日
光
大
工
町
久
兵
衛
博
変
い
た
し
候
一
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
兵
衛

　
橋
之
も
の
儀
御
法
度
出
直
大
久
保
原
茅
野
二
お
み
て
名
前
住
所
不
存
職
人
滋
強
も
の
共
寄
合
百
文
賭
二
て
源
平
と
唱
候
廻
り
筒
之
博
変
い
た
し
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
候
辿
手
合
二
撮
り
三
四
度
廻
り
筒
い
た
し
右
之
も
の
共
申
合
猶
命
拾
慢
原
え
同
町
儀
右
衛
門
申
合
罷
越
六
拾
文
賭
二
て
右
同
檬
博
変
拾
五
六
度
廻
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り
渋
い
た
し
其
上
次
郎
立
礼
頼
申
禅
寺
湯
元
道
草
原
萱
野
等
二
て
長
半
博
突
之
筒
取
手
傳
い
た
し
金
萱
分
銭
五
百
文
貰
請
其
上
住
所
名
前
不
存
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
本
）

　
戸
職
人
土
目
酒
手
二
重
越
候
感
懐
曲
目
宿
銭
等
ハ
並
樹
請
候
と
も
一
同
手
合
い
た
し
六
拾
露
霜
て
廻
筒
之
ち
よ
ほ
一
博
変
七
度
い
た
し
又
は
武
拾
四

　
文
賭
弓
め
く
り
か
る
た
打
候
段
不
届
二
付
重
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　

　
　
聴
嚥
轟
り
簿
変
三
四
度
又
は
拾
五
⊥
ハ
度
或
は
七
度
い
た
し
候
趣
偉
業
濡
濡
霊
．
画
趣
二
て
は
右
は
瘍
宛
之
度
墜
て
堤
替
候

　
　
重
箱
二
は
無
之
全
之
度
撒
ハ
大
久
保
原
二
て
七
ツ
半
時
頃
よ
り
六
ツ
時
頃
迄
萱
度
圏
慢
原
二
て
八
ツ
時
頃
よ
り
七
ツ
半
時
過
迄
三
度
宅
二
て
壷

　
　
度
都
合
三
度
二
御
座
遠
海
外
住
所
不
相
知
次
郎
八
筒
取
い
た
し
候
爵
任
頼
手
傳
い
た
し
金
壼
分
銭
五
百
文
貰
請
候
儀
も
有
之
頭
取
手
傳
之
御
定

　
　
は
勿
論
差
懸
り
例
も
相
見
石
灯
候
髄
帆
右
は
取
退
無
終
岡
振
世
話
や
き
家
財
取
上
江
戸
梯
姐
御
定
二
准
し
可
申
哉
右
之
外
め
く
り
か
る
た
い
た

　
　
し
候
儀
も
有
之
候
山
前
ハ
三
度
以
上
廻
り
愛
い
た
し
候
科
重
二
付
右
御
定
二
見
合
重
キ
随
え
附
中
追
放

　
　
　
評
議
之
通
濟

（一

Z
）
　
古
類
集
三
（
一
七
二
）
寛
政
三
・
陰
物
買
と
盗
物
と
乍
存
買
取
候
も
の
差
別
之
八
二
付
評
議
。

（
＝
）
　
当
時
、
単
な
る
（
常
習
犯
で
な
い
）
臓
物
故
買
を
「
鼻
嵐
買
」
と
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
町
所
記
の
評
議
が
ま
た
別
の
個
所
で
「
陰

　
物
買
と
届
物
買
と
之
差
別
二
瀬
評
議
」
な
る
標
題
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
徳
禁
転
三
、
二
三
八
－
二
三
九
頁
）
。

（一

�
j
　
註
（
一
〇
）
強
引
評
議
。
も
っ
と
も
、
註
　
（
一
〇
）
　
の
評
議
は
寛
政
三
年
二
月
に
な
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
伺
が
出
さ
れ

　
て
、
同
年
三
月
に
行
わ
れ
た
評
議
で
あ
る
。

（一

O
）
　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
　
「
徳
川
幕
府
刑
法
に
お
け
る
二
物
罪
」
　
（
法
政
研
究
二
五
巻
二
．
三
．
四
合
併
号
）
参
照
。

（一

l
）
　
本
条
但
書
（
隠
鳥
売
買
常
習
）
の
根
拠
と
さ
れ
た
判
例
と
は
左
の
ご
と
し
。

　
　
「
度
々
取
次
費
渡
候
も
の
之
例
」

　
　
元
文
元
通
年
十
二
月
南
茅
場
町
善
右
衛
門
方
二
居
候
佐
兵
衛
儀
出
所
不
知
鳥
を
度
々
取
次
所
々
江
費
渡
不
届
二
付
過
料
三
貫
文
申
付

（一

ﾜ
）
　
前
述
の
ご
と
く
、
徳
川
刑
法
は
忍
入
之
盗
の
ご
と
き
は
直
ち
に
死
罪
に
処
す
べ
き
こ
と
と
し
た
が
、
窃
盗
の
態
檬
が
右
に
比
較
し
て
軽
い

　
も
の
に
つ
い
て
は
、
賊
品
の
額
に
よ
っ
て
そ
の
刑
の
方
法
も
相
違
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
御
定
書
第
五
六
条

享
保
五
年
、
寛
保
元
年
極

金
子
ハ
拾
爾
よ
り
以
上
雑
物
ハ

代
金
二
重
拾
爾
よ
り
以
上
ハ
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釜△．

百冊 説

　
　
一
　
手
元
二
有
之
品
を
輿
風
盗
取
候
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
　
　
　
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
ハ
拾
爾
よ
り
以
下
雑
物
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
金
二
積
拾
．
爾
よ
り
以
下
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
　
　
敲

（一

Z
）
　
た
と
え
ば
、
古
類
集
十
一
（
六
四
二
）
寛
政
八
・
駿
州
無
宿
五
兵
衛
円
い
た
し
一
候
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駿
州
無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
兵
衛

　
右
之
も
の
儀
父
五
兵
衛
病
死
後
十
八
歳
迄
祖
母
一
同
暮
鐘
秣
苅
届
出
二
連
不
斗
家
出
い
た
し
近
在
雇
人
井
宿
稼
等
二
て
渡
世
相
送
當
三
月
中
よ
り

　
悪
心
起
り
富
士
郡
本
市
場
村
百
姓
家
を
初
メ
諄
々
百
姓
家
え
都
合
八
度
忍
入
衣
類
藤
野
候
代
鋒
と
も
都
合
四
貫
百
七
拾
四
文
酒
食
二
遣
捨
候
始
末

　
重
々
不
届
之
至
二
付
引
廻
し
之
上
死
罪

　
　
此
儀
吟
味
桜
之
趣
断
て
は
い
つ
れ
も
書
中
〆
り
等
無
識
場
所
え
入
都
合
九
ケ
所
二
て
這
い
た
し
候
も
の
二
御
座
候
勿
論
〆
り
無
之
場
所
二
て
盗

　
　
い
た
し
候
類
に
も
事
実
二
お
み
て
ハ
指
導
仕
方
其
外
濁
り
を
明
ケ
入
候
盗
人
よ
り
も
不
届
之
所
業
有
之
壁
上
御
仕
置
附
い
た
し
可
申
上
旨
去
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
丑
年
之
御
書
付
を
も
見
合
評
議
仕
候
慮
度
々
之
盗
ニ
ハ
候
三
共
漢
土
仕
方
格
別
隷
属
之
所
業
互
違
御
座
盗
取
候
品
之
内
賞
梯
候
拾
戴
三
二
て
代

　
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
Q
（
内
本
）
O
　
O
　
O
　
ρ
O
　
O
　
O

　
　
鋒
三
貫
七
百
文
餓
二
有
之
相
残
ル
戴
拾
愛
妃
は
費
柳
需
品
よ
り
も
い
つ
れ
も
相
劣
り
少
分
之
品
二
て
拾
爾
以
下
二
相
當
団
候
筋
二
御
座
候
間

　
　
書
夜
二
不
乱
戸
明
有
之
庭
盛
粧
家
内
二
人
無
爵
警
手
元
二
有
之
輕
キ
品
を
盗
聯
帯
類
入
墨
之
上
電
敲
と
有
之
御
定
二
て
入
墨
之
上
重
敲

　
　
　
　
評
議
之
通
濟
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皿
　
累

犯

　
一
　
常
習
犯
に
対
す
る
御
定
書
の
態
度
は
、
大
体
上
述
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
ら
ば
累
犯
に
対
し
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
徳
川
刑
法
は
累
犯
の
こ
と
を
再
犯
と
称
し
た
が
、
累
犯
に
関
し
て
も
御
定
書
は
一
般
的
な
規
定
そ
の
も
の
は
設
け
て
い
な
い
。
周
知
の

よ
う
に
、
現
行
刑
法
上
累
犯
と
い
う
の
は
、
刑
法
で
と
く
に
規
定
さ
れ
て
い
る
累
犯
と
し
て
の
要
件
を
備
え
て
い
る
た
め
に
、
「
累
犯
と
し



徳川幕府刑法における刑の加重減軽e（石塚）

て
刑
を
加
重
さ
れ
る
も
の
の
み
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
取
扱
う
累
犯
は
、
同
一
人
が
数
個
の
犯
罪
を
累
積
的
に
犯
す
ば
あ

い
の
、
広
い
意
味
で
の
累
犯
で
あ
る
。
け
だ
し
、
徳
川
刑
法
に
は
近
代
的
な
懲
役
刑
の
制
度
が
な
く
、
生
命
刑
た
る
死
刑
を
除
け
ば
、
自

由
刑
と
し
て
は
一
種
の
無
期
刑
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
、
遠
島
・
追
放
刑
か
、
刑
の
執
行
が
捌
く
短
時
聞
で
終
了
し
て
し
ま
う
敲
ま
た
は

入
墨
と
い
っ
た
身
体
刑
が
主
で
あ
っ
た
た
め
、
後
者
の
ば
あ
い
は
と
も
か
く
、
前
者
に
つ
い
て
は
刑
の
執
行
の
継
続
中
の
再
犯
を
も
問
題

に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
り
、
事
実
こ
う
し
た
ば
あ
い
を
も
ま
た
刑
の
加
重
原
由
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
累
犯
を

今
日
の
刑
法
上
の
累
犯
の
ご
と
く
限
定
し
て
し
ま
う
と
、
徳
川
刑
法
の
累
犯
は
そ
の
大
半
が
歓
落
し
て
し
ま
い
、
ひ
い
て
は
そ
の
特
質
も

見
失
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　
か
く
て
本
節
は
、
い
わ
ば
広
義
の
累
犯
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
徳
川
刑
法
の
刑
罰
の
性
格
上
、
刑
の
執
行
終
了
後
の
再
犯
と
、

刑
の
執
行
継
続
中
の
再
犯
と
の
二
つ
の
ば
あ
い
に
分
け
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
★
御
定
書
第
八
四
条
は
「
遠
島
者
再
犯
御
仕
置
之
事
」
と
規
定
し
、
担
手
の
刑
事
判
例
集
た
る
御
仕
置
例
類
集
に
も
「
同
罪
再
犯
之
類
」
あ
る
い
は
「
出

　
　
翌
旦
正
之
唐
物
取
扱
候
部
、
再
犯
之
類
」
の
ご
と
き
分
類
の
存
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
當
時
の
判
例
の
文
言
に
も
し
ば
し
ば
み
え
て
い
る
。
た
と
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
ば
「
…
…
再
犯
之
も
の
二
御
座
食
間
七
右
衛
門
は
居
叙
法
之
上
万
次
郎
方
え
立
入
間
敷
畳
申
渡
又
兵
衛
は
再
犯
二
親
御
座
高
間
右
七
衛
門
子
年
之
科
二

　
　
見
合
百
日
押
込
」
　
（
古
類
集
二
六
一
二
〇
五
五
・
天
明
五
・
泉
屋
吉
左
衛
門
家
督
譲
渡
差
滞
候
一
件
）
あ
る
い
は
「
…
…
今
般
之
一
件
費
買
引
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
方
趣
意
は
違
候
土
崩
御
座
候
得
共
再
犯
も
同
様
二
御
座
候
」
　
（
古
類
集
二
六
－
二
〇
五
六
。
天
明
八
・
米
費
買
之
儀
二
付
不
正
早
取
取
計
い
た
し
候
一

　
　
件
）
。

　
二
　
刑
の
執
行
が
終
了
し
た
る
後
の
再
犯

　
前
述
の
ご
と
く
、
敲
、
入
墨
の
ご
と
き
身
体
刑
は
刑
の
執
行
が
短
時
間
に
終
了
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
刑
の
執
行
終
了
後
の
再

犯
は
、
む
し
ろ
本
来
の
累
犯
と
も
称
し
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
対
す
る
徳
川
刑
法
の
態
度
は
ど
う
か
。

　
以
下
、
御
定
書
に
み
え
る
こ
の
種
の
累
犯
、
寄
場
仕
置
に
み
え
る
累
犯
、
さ
ら
に
隠
売
女
の
累
犯
の
三
つ
に
分
け
て
順
次
考
察
し
て
ゆ
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こ
う
。

説　
　
－
　
御
定
書
の
規
定
す
る
、
こ
の
種
の
累
犯
規
定
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

論　
　
ω
　
第
五
条
「
評
定
前
箱
え
度
々
訴
状
入
候
も
の
之
事
」

　
　
追
加
、
寛
保
元
年
極

　
　
　
一
　
度
4
箱
訴
い
た
し
手
鎖
二
成
候
虞
差
免
候
以
後
又
候
訴
朕
天
候
も
の

　
　
　
從
前
4
之
例

　
　
　
　
　
但
宿
預
又
ハ
手
鎖
申
付
置
候
庭
願
不
相
止
候
も
の
も
同
漸

　
　
②
　
第
五
六
条
「
盗
人
御
仕
置
之
事
」

　
　
從
前
々
之
例

　
　
　
～
　
一
旦
敲
二
成
候
上
輕
盗
い
た
し
候
も
の

　
　
偶
　
第
八
五
条
「
牢
抜
手
鎖
外
シ
御
構
之
地
江
立
鰯
候
も
の
御
仕
置
理
事
」

　
　
追
加
、
享
保
六
年
極

　
　
　
一
　
入
墨
二
成
候
以
後
又
候
盗
い
た
し
候
も
の

　
　
　
延
享
二
年
極

　
　
　
　
　
但
外
之
悪
事
い
た
し
候
ハ
・
重
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
以
上
の
規
定
の
中
、
ω
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
問
題
が
な
い
。

町
在
民
二

　
　
　
江
戸
　
携

病死

墨罪
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そ
こ
で
②
お
よ
び
㈹
の
規
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
窃
盗
の
再
犯
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

ま
ず
②
に
つ
い
て
は
、
本
条
は
第
五
六
条
の

　
　
享
保
五
年
極

　
　
從
前
々
之
例

　
　
一
　
途
中
二
て
小
盗
い
た
し
信
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敲

な
る
規
後
よ
り
敲
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
の
再
犯
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
麓
㈲
の
本
文
は
②
の
規
定
に
よ
り
入
墨
に
処
せ
ら
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

の
、
ま
た
は
初
犯
の
窃
盗
で
入
墨
敲
乃
至
入
墨
東
敲
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
さ
ら
に
ま
た
窃
盗
の
罪
を
重
ね
た
ば
あ
い
、
死
罪
に
処
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
こ
こ
で
「
又
候
盗
」
と
規
定
し
て
い
み
以
上
、
前
犯
も
窃
盗
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
の
窃
盗
は
、
必
ず
し
も
厳

密
な
意
味
の
窃
盗
で
あ
る
必
要
は
な
か
っ
た
も
の
ら
し
く
、
　
た
と
え
ば
、
　
寛
政
六
年
・
悪
罵
を
持
入
墨
之
上
重
敲
二
成
猶
又
悪
事
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
む

し
候
も
の
御
仕
置
之
標
点
付
評
議
は
、
　
「
此
等
御
定
書
二
入
墨
二
成
候
後
又
候
葺
い
た
し
候
も
の
虚
器
と
有
之
悪
籔
持
候
も
の
も
利
欲
二

卸
卵
炬
を
勲
騨
ゆ
盈
尾
登
い
傍
伽
珍
郵
堕
倹
跡
却
聾
＠
却
墨
愈
聾
梼
晦
衡
後
臨
む
騨
塾
塊
W
の
四
脚
郡
櫓
励
恥
帥
聾
艇

り
　
　
む

得
指
骨
御
定
但
書
二
外
之
悪
事
い
た
し
候
ハ
・
重
敲
と
有
之
候
間
盗
外
之
悪
事
二
下
田
、
右
悪
事
之
始
末
二
寄
御
仕
置
附
可
申
儀
二
付
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

事
之
始
末
不
相
決
候
て
は
凡
二
も
溶
血
候
て
難
申
上
奉
存
立
」
と
の
べ
、
悪
肇
を
作
る
行
為
は
利
欲
に
拘
り
人
を
欺
く
行
為
で
盗
賊
同
然

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
科
で
入
墨
之
上
重
敲
に
な
っ
た
以
上
、
そ
の
も
の
が
さ
ら
に
窃
盗
を
し
た
ば
あ
い
は
本
条
の
適
用
あ
り
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
又
候
盗
」
の
前
犯
で
あ
る
盗
は
厳
密
な
窃
盗
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
窃
盗
類
似
の
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
た
の

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
　
「
又
候
」
の
「
盗
」
の
ば
あ
い
に
も
妥
当
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
明
和
九
年
．
入
墨
重
敲
二
成
候
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壬瓜
百冊 説

上
盗
物
と
乍
存
貰
受
又
は
預
り
置
候
も
の
御
仕
置
之
儀
口
付
評
議
は
、
　
「
越
前
之
六
兵
衛
戎
之
忠
兵
衛
儀
先
達
て
〆
り
無
之
所
え
入
盗
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

た
し
入
墨
重
敲
相
成
候
庭
鳴
物
と
乍
存
分
ケ
ロ
貰
請
候
と
有
之
分
ケ
ロ
取
候
も
の
導
入
之
同
類
湿
て
外
之
悪
事
二
て
は
無
御
座
候
闇
入
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

二
成
候
上
又
候
這
い
た
し
候
も
の
之
御
定
え
引
當
死
罪
可
申
付
旨
被
仰
渡
轟
然
哉
二
奉
存
候
」
と
の
べ
て
、
窃
盗
の
科
で
入
墨
重
敲
に
な

っ
た
の
ち
、
他
人
の
窃
取
し
た
賊
物
を
情
を
知
っ
て
収
受
し
た
も
の
に
つ
き
、
盗
同
然
の
行
為
と
し
て
本
条
の
適
用
あ
り
と
し
て
お
り
、

さ
ら
に
同
事
件
に
お
い
て
、
宝
物
と
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
寄
蔵
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
「
堺
之
忠
兵
衛
も
前
書
爾
人
同
様
之
不
層
二
て
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

達
て
入
墨
重
敲
二
相
成
候
庭
盗
物
と
乍
存
盗
物
預
り
無
畏
と
有
之
繕
物
と
乍
存
預
り
候
も
の
敲
と
有
之
輕
キ
轟
い
た
し
候
も
の
同
檬
之
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
二
て
外
之
悪
事
二
は
有
御
座
間
敷
候
間
且
又
同
様
之
御
定
二
て
死
罪
可
申
付
旨
被
仰
渡
隠
然
哉
二
奉
存
候
」
な
る
評
議
が
な
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
再
犯
の
盗
も
ま
た
純
然
た
る
窃
盗
そ
の
も
の
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
な
く
、
窃
盗
類
似
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
れ
ば
本
条
の
適
用
を
免
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
考
察
で
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、
入
墨
以
後
の
盗
は
死
罪
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
掲
げ
た
御
定
書
の
本
条
に
は
入

墨
後
の
盗
の
規
定
の
ほ
か
に
、
　
「
但
外
之
悪
事
い
た
し
候
ハ
・
重
敲
」
な
る
但
書
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
但
書
の
規
定
を
理
解

す
る
た
め
に
、
い
ち
お
う
本
条
全
体
の
成
立
過
程
を
辿
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
さ
て
本
条
は
本
文
が
「
追
加
、
享
保
六
年
極
」
と
あ
り
、
但
書
は
「
延
享
二
年
極
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
最
初
、
二
　
入
墨
二
成
候
以

後
又
候
悪
事
い
た
し
候
も
の
　
死
罪
」
と
い
う
形
で
立
案
さ
れ
た
も
の
で
、
科
条
類
典
朱
書
に
よ
れ
ば
、
「
是
者
享
保
六
丑
年
三
月
町
働
を

　
　
　
　
ニ
　

以
相
藩
候
」
と
あ
る
か
ら
、
当
初
は
入
墨
後
の
再
犯
は
す
べ
て
死
罪
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
る
に
条
文
審
理
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

過
程
で
、
ま
ず
「
悪
事
と
斗
二
丁
ハ
如
何
左
面
通
動
議
哉
」
な
る
御
詠
札
が
あ
っ
て
、
「
一
　
入
墨
二
成
候
以
後
又
候
老
い
た
し
候
も
の
死

罪
」
の
ご
と
く
改
正
さ
れ
、
つ
い
で
延
享
二
年
に
い
た
っ
て
「
是
ハ
御
御
札
品
等
奉
承
知
候
然
共
再
犯
亡
い
た
し
候
計
之
御
仕
置
二
而
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
二
）

外
之
悪
事
い
た
し
候
節
之
御
仕
置
洩
候
間
但
書
懸
紙
之
通
相
認
可
申
哉
奉
伺
候
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
結
局
こ
れ
が
採
用
さ
れ
、
前
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掲
㈹
の
御
定
書
本
条
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
の
経
緯
を
み
る
と
、
最
初
享
保
六
年
の
町
触
に
よ
っ
て
、
入
墨
以
後
の
再
犯
は
す
べ
て
死
罪
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
単
に
悪
事

と
い
っ
て
も
極
く
軽
微
な
も
の
も
あ
り
、
　
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
　
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
漠
然
と
し
過
ぎ
る
と
い
う
趣
旨
で
も
あ
ろ

う
か
、
入
墨
後
の
窃
盗
の
み
を
死
罪
と
一
旦
限
定
し
て
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
窃
盗
罪
の
社
会
的
危
険
性
が
他
種
の
犯
罪
に

較
べ
て
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
、
前
述
の
軽
微
な
窃
盗
で
も
三
犯
で
死
罪
と
い
う
原
財
は
大
体
こ
の
と
き
打
出
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
で
は
入
墨
以
後
の
窃
盗
以
外
の
再
犯
を
処
罰
す
る
規
定
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
当
然
な
意
見
が
出
さ

れ
、
結
局
前
記
の
ご
と
く
成
案
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
本
条
成
立
の
過
程
を
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
れ
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
条
但
書
の
規
定
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
入
墨
以
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

の
盗
以
外
の
再
犯
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
も
と
よ
り
、
こ
の
但
書
に
よ
り
処
断
さ
れ
た
事
例
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
こ

の
但
書
の
規
定
す
る
「
（
盗
の
）
外
之
悪
事
」
　
に
つ
い
て
の
認
定
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
問
題
の
あ
っ
た
こ
と
も
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か

　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
条
但
書
は
入
墨
以
後
盗
以
外
の
悪
事
を
し
た
も
の
を
重
敲
に
処
す
る
旨
規
定
し
て
お
り
、
後
述
の
御
三
場
所
俳
徊
の
上

入
墨
に
相
当
し
な
い
悪
事
を
働
い
た
ば
あ
い
に
「
前
之
仕
置
よ
り
奪
重
ク
可
申
付
」
と
い
う
規
定
と
は
異
っ
て
い
毎
）
し
た
が
っ
て
・
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

条
但
書
の
再
犯
は
前
犯
の
一
等
加
重
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
．
し
か
し
ま
た
、
再
犯
に
お
け
る
盗
以
外
の
悪
事
の
す
べ
て
を

重
敲
に
処
す
る
も
の
で
は
な
か
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
盗
の
前
科
で
入
墨
重
敲
の
後
盗
賊
に
頼
ま
れ
て
賊

物
の
運
鍛
を
し
た
事
件
に
つ
き
、

　
文
化
六
年
・
無
宿
常
次
郎
初
筆
盗
い
た
し
候
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
無
宿
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入
　
　
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
三
　
郎

　
右
之
も
の
儀
去
辰
十
二
月
中
措
い
た
し
候
依
卸
量
墨
之
上
重
敲
御
仕
置
二
相
博
覧
後
無
宿
常
次
郎
源
兵
衛
半
解
會
常
次
郎
よ
り
被
相
頼

　
盗
品
と
は
不
存
候
得
共
衣
類
萱
品
蕃
地
剛
屋
町
半
春
方
え
又
頼
い
た
し
代
鏡
壼
貫
五
百
文
二
質
入
い
た
し
給
養
は
右
翼
人
四
ッ
足
町
二

　
て
脇
差
四
腰
盗
取
候
由
申
聞
長
脇
差
壼
腰
嶋
田
宿
迄
持
参
り
呉
候
様
被
相
思
承
知
い
た
し
旅
籠
代
相
彿
貰
候
始
末
差
脚
二
付
輕
追
放

　
　
葬
儀
冬
物
と
不
存
衣
類
質
入
い
た
し
遣
候
不
坪
も
有
之
候
貨
宝
入
墨
後
常
次
郎
外
壼
人
三
盛
懇
書
物
持
運
ひ
遣
旅
籠
代
銭
梯
貰
候
段

　
　
重
も
之
不
屈
二
有
之
御
定
書
二
入
墨
二
成
候
以
後
又
候
掃
い
た
し
候
も
の
死
罪
但
外
之
悪
事
い
た
し
候
ハ
・
重
敲
家
藏
え
忍
入
候
盗

　
　
人
相
被
前
鑑
物
持
運
ひ
配
分
取
候
も
の
敲
之
上
輕
キ
追
放
と
有
之
井
先
例
相
糺
候
慮
去
ル
辰
年
間
宮
筑
前
守
御
勘
定
奉
行
之
節
手
限

　
　
伺
之
上
御
仕
置
申
付
候
當
時
無
宿
六
兵
衛
事
市
右
衛
門
儀
居
村
を
欠
落
い
た
し
候
後
盗
い
た
し
候
座
後
入
墨
之
上
敲
御
仕
置
二
相
成

　
　
軽
便
方
毎
冬
所
4
俳
聡
い
た
し
空
腹
丁
付
食
物
其
外
手
元
二
有
合
候
品
も
有
之
候
ハ
・
可
盗
取
心
底
二
て
百
姓
家
軒
下
二
伺
罷
在
候

　
　
段
不
屈
二
付
重
敲
申
付
候
例
を
も
見
合
評
議
仕
営
庭
此
も
の
犯
科
揮
い
た
し
黒
目
は
無
之
盗
物
持
運
候
も
の
二
付
右
戴
筆
目
之
御
定

　
　
二
見
合
敲
之
上
輕
追
放

　
　
　
　
　
　
（
一
七
）

　
　
　
評
議
之
通
濟

　
と
あ
る
が
ご
と
き
は
そ
の
一
例
で
あ
り
、
入
墨
以
後
盗
以
外
の
悪
事
を
し
た
も
の
は
重
敲
で
あ
る
が
、
本
件
は
重
敲
よ
り
重
い
、
盗
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
）

運
搬
の
科
が
あ
る
の
で
そ
の
相
当
刑
で
あ
る
敲
之
上
軽
追
放
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
入
墨
以
後
の
再
犯
が
重
敲
相
当

の
も
の
で
あ
れ
ば
、
む
ろ
ん
重
敲
を
申
渡
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
文
北
五
年
。
野
州
無
宿
な
お
初
筆
博
突
い
た
し
候
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
門
無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忍
　
　
秀
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右
之
も
の
儀
入
墨
重
敲
御
仕
置
二
相
成
候
後
も
悪
事
不
相
俗
本
所
在
村
名
不
覧
野
田
二
て
名
住
所
不
存
百
姓
桜
之
も
の
一
同
手
合
二
加

　
り
廻
り
筒
に
て
式
三
拾
銭
賭
之
簑
博
変
爾
瞬
い
た
し
候
毅
不
屈
雲
霧
重
敲

　
　
雌
亜
聖
牙
竺
離
昏
蓉
盈
種
郵
む
黒
垂
郵
鷺
葱
伽
障
舞
御
画
嚢
黒
藻
敷
知
帥
齢
寛

　
　
政
六
寅
年
之
御
書
付
二
見
合
伺
之
通
重
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
評
議
之
通
濟

　
こ
の
よ
う
に
、
本
条
但
書
の
再
犯
は
刑
の
一
等
加
重
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
盗
以
外
の
再
犯
を
す
べ
て
重
敲
に
処
す
べ
き
こ
と
を
規
定

し
た
も
の
で
も
な
い
。
し
か
ら
ば
全
然
無
意
味
な
規
定
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
盗
以
外

の
再
犯
を
死
罪
に
し
な
い
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
重
敲
よ
り
軽
い
再
犯
を
も
重
敲
に
処
す
る
規
定
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、

　
文
化
六
年
・
佐
州
相
川
新
五
郎
町
幸
作
初
筆
博
変
い
た
し
候
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
江
戸
水
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
墨
幸
次
郎
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
時
銀
山
金
穿
大
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
州
相
川
新
五
郎
町
住
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
　
　
　
作

　
右
之
も
の
儀
於
江
戸
表
宣
い
た
し
候
不
届
二
付
入
墨
之
上
平
御
仕
置
相
成
銀
山
水
替
水
足
差
下
二
相
成
灘
酒
水
替
新
兵
衛
え
手
疵
爲
負

　
候
目
付
敷
内
追
込
答
相
成
候
直
弟
辰
正
月
以
来
十
度
人
集
か
る
た
博
止
宿
い
た
七
手
合
二
も
陥
り
候
始
末
不
屈
口
付
重
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
此
儀
吟
味
書
高
趣
二
て
は
自
宅
相
撃
候
か
る
た
博
変
之
儀
は
三
文
又
は
六
文
賭
之
由
二
有
之
候
間
右
は
寛
政
六
寅
年
之
御
書
付
二
見

　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
合
爵
二
相
當
り
候
強
土
ハ
此
も
の
は
一
旦
入
墨
二
相
成
手
上
之
儀
二
付
入
墨
二
成
候
以
後
又
候
盗
致
し
候
も
の
死
罪
但
外
之
悪
事
い
た
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む
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
バ
リ

　
　
　
し
候
ハ
・
重
敲
と
有
之
但
書
之
御
定
二
見
合
理
キ
方
え
附
伺
之
通
重
敲

説
　
　
　
　
　
　
三
。
）

　
　
　
　
評
議
之
通
濟

論　
　
以
上
、
入
墨
以
後
の
盗
以
外
の
再
犯
に
つ
い
て
の
但
書
の
規
定
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
条
但
書
は
、
入
墨
以
後
の
盗

　
以
外
の
再
犯
に
つ
き
重
敲
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
種
の
す
べ
て
を
重
敲
に
処
し
た
の
で
は
な
く
、
再
犯
の
刑
が
重
敲
以
上
の
も
の
で

　
あ
れ
ば
こ
れ
を
適
用
し
、
ま
た
一
方
、
重
敲
以
下
の
罪
科
の
も
の
で
あ
れ
ば
本
条
但
書
の
規
定
に
よ
っ
て
重
敲
の
刑
が
科
せ
ら
れ
た
の
で

　
あ
る
。
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皿
　
寄
場
御
仕
置
に
お
け
る
累
犯

　
こ
こ
で
寄
場
御
仕
置
と
い
う
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
人
足
寄
場
に
収
容
さ
れ
て
い
る
蟹
足
の
寄
場
よ
り
の
逃
亡
、
そ
の
他
の
犯
罪

行
為
に
関
す
る
仕
置
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
人
足
寄
場
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
、
　
火
山
盗
賊
改
長
谷
川
平
蔵
の
建
議
に
よ
っ
て
、
　
時
の
老
中
松
平
定
信

が
、
無
罪
の
無
宿
者
に
生
業
を
与
え
善
導
し
て
甦
生
せ
し
め
ん
と
す
る
目
的
を
も
っ
て
江
戸
佃
島
と
常
州
筑
波
郡
上
郷
村
に
設
立
し
た
刑

事
政
策
的
な
施
設
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
場
内
の
待
遇
が
悪
い
た
め
、
逃
亡
す
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
と
犯
罪
を

重
ね
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
一
）

　
寛
政
九
年
、
老
中
戸
田
釆
女
正
の
発
し
た
「
寄
場
御
仕
置
附
」
な
る
書
付
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
か
な
り
網
羅
的
な
規
制
を
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
い
ま
こ
の
中
で
累
犯
に
関
す
る
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、

　
一
　
寄
場
内
仕
業
二
出
置
候
庭
入
之
目
合
見
合
逃
去
候
も
の



入
墨
之
上
如
元

寄
場
に
差
置

徳川幕府刑法における刑の加重減軽e（石塚）

一一一

　
但
一
旦
入
墨
敲
二
相
成
候
後
又
候
逃
去
候
も
の
死
罪

寄
場
使
先
よ
り
取
迩
致
候
も
の

　
但
一
旦
入
墨
重
敲
二
相
成
候
以
後
又
候
逃
去
候
ハ

寄
場
使
先
よ
り
逃
去
候
も
の

　
但
右
同
断

寄
場
二
而
驚
い
た
し
候
も
の

・
死
罪

金
高
雑
物
と
も
率
爾
以
上
は

　
　
　
　
　
　
死
　
　
　
罪

金
高
雑
物
と
も
壼
爾
以
下
は

　
　
　
　
　
　
入
墨
重
敲

重

敲

金
局
雑
物
と

も

全
話
雑
物
と

も

入拾死拾
　爾
墨以
　下

爾
以
上

敲は罪は

　
　
　
　
但
一
旦
入
墨
敲
二
相
成
候
後
又
候
盗
致
候
も
の
死
罪

の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
犯
罪
を
な
か
な
か
禁
遇
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
み
え
、
寛
政
十
二
年
六
月
に
は
、
や
は
り
戸
田

即
詰
正
か
ら
町
奉
行
え
寄
場
御
仕
置
に
つ
い
て
諮
問
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
町
奉
行
小
田
切
土
佐
守
、
根
岸
肥
前
守
の
評
議
は
、

　
　
寄
場
御
仕
置
之
儀
入
墨
有
無
を
油
分
酒
毒
寄
場
江
尊
皇
者
ハ
多
分
入
墨
有
之
間
此
所
二
而
階
級
を
立
候
而
ハ
十
二
七
八
も
死
罪
二
可

　
　
相
成
哉
左
候
而
ハ
御
仕
置
弛
ミ
候
詮
薄
く
可
有
之
哉
ユ
付
只
今
迄
之
通
入
墨
之
有
無
二
不
拘
園
を
蔵
書
と
備
外
想
出
し
置
逃
去
候
も
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’説

　
　
の
二
色
二
定
事
方
二
可
有
之
哉
欄
外
委
細
御
書
取
を
以
御
尋
之
聖
書
尤
二
奉
存
暫
間
評
議
仕
候
虜
御
書
面
謁
通
二
而
差
支
候
儀
も
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
）

　
　
御
座
間
敷
至
極
可
然
奉
存
候
（
後
略
）

と
の
べ
、
寄
場
に
収
容
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
は
多
く
は
入
墨
の
前
科
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
寄
場
に
お
け
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
前
科
の
入

墨
の
有
無
を
も
っ
て
論
ず
る
な
ら
ば
、
十
中
七
、
八
ま
で
は
死
罪
に
な
り
、
そ
れ
で
は
御
仕
置
を
弛
め
た
意
味
も
な
く
な
る
か
ら
、
従
前

通
り
、
寄
場
の
囲
を
破
っ
て
逃
走
し
た
か
、
構
外
へ
作
業
等
の
た
め
に
出
し
て
お
い
た
と
き
に
逃
亡
し
た
か
の
二
つ
に
分
か
っ
て
論
ず
べ

き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
同
年
六
月
、
寄
場
御
仕
置
は
一
部
改
正
を
み
て
い
る
。

　
一
　
園
を
破
り
又
は
乗
越
逃
去
候
ハ
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
　
　
嶋

　
一
　
構
外
江
出
罷
在
逃
去
又
ハ
使
先
よ
り
逃
去
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
度
ハ
重
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
度
目
ハ
入
墨
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
三
）

　
一
　
右
同
断
三
度
二
及
ひ
候
ハ
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
　
　
嶋

の
ご
と
く
で
あ
り
、
囲
を
破
っ
て
の
逃
走
が
死
罪
か
ら
遠
島
に
弛
め
ら
れ
た
の
は
、
前
掲
寛
政
九
年
の
寄
場
御
仕
置
附
と
で
は
大
き
な
変

化
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
何
よ
り
も
興
味
深
い
の
は
、
構
外
へ
出
し
て
お
い
た
も
の
ま
た
は
使
先
か
ら
の
逃
亡
に
つ
き
、
初
度
は
重
敲
、
二

度
目
は
入
墨
重
敲
、
三
度
目
は
遠
島
の
ご
と
く
、
累
犯
を
｝
回
毎
に
規
定
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
寄
場
逃
走
の
累
犯
は
段
階
的
に
刑
が
加
重
せ
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
前
記
寛
政
九
年
の
寄
場
御
仕
置
附
に
お
い
て
も
寄
場
使

先
か
ら
の
取
逃
や
寄
場
に
て
の
窃
盗
等
は
初
犯
、
再
犯
と
刑
の
加
重
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
入
監
ど
も
の
寄
場
収
容
前
の
前
科
、

と
く
に
入
墨
と
寄
場
仕
置
と
が
、
前
掲
評
議
の
主
張
す
る
よ
う
に
切
離
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
適
切
な
仕
置
例
も
見
出
せ
ぬ
の

で
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
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徳川幕府刑法における刑の加重減軽日（石塚）

　
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
寄
場
を
逃
亡
し
て
か
ら
後
の
犯
罪
に
関
し
て
は
、
は
っ
き
り
寄
場
の
仕
置
と
は
別
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
寛
政
十
二
年
・
人
足
寄
場
逃
去
候
科
二
て
入
墨
二
成
候
後
又
候
寄
場
逃
孟
母
歩
い
た
し
候
も
の
之
儀
二
士
評
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
　
場
　
入
　
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
　
　
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
　
七
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
　
　
　
助

　
右
之
も
の
儀
岡
部
内
記
火
附
盗
賊
改
加
役
之
節
同
人
組
廻
り
之
も
の
召
捕
相
糺
候
庭
常
州
上
郷
村
寄
場
迩
去
黒
い
た
し
候
も
の
二
付
同

　
人
よ
り
雪
道
上
貸
方
え
引
渡
候
間
吟
味
仕
候
庭
甲
州
出
生
二
て
無
宿
二
相
成
候
後
置
ル
辰
年
五
月
坂
部
能
登
守
町
奉
行
之
節
同
人
方
え

　
轡
型
捕
甲
州
道
中
府
中
宿
二
て
夜
鴬
ハ
盗
取
候
依
翠
蓋
之
上
包
足
寄
論
え
差
入
二
相
成
候
得
共
其
後
同
年
六
月
使
先
よ
り
迩
去
所
々
俳
徊

　
い
た
し
罷
在
同
八
月
猶
又
池
田
雅
次
郎
組
廻
り
之
も
の
口
論
召
捕
寄
場
迩
去
候
依
科
寄
場
二
お
み
て
入
墨
之
上
重
敲
御
仕
置
二
相
成
如

　
元
寄
場
二
進
在
営
慮
去
ル
巳
年
御
代
官
竹
垣
三
右
衛
門
蓄
え
引
渡
二
相
成
書
州
上
郷
村
小
屋
場
二
点
在
候
得
共
農
業
い
た
し
候
儀
を
難

　
儀
二
等
去
未
七
月
日
不
魔
同
郡
愚
弟
嶋
村
地
内
荒
地
起
返
場
所
え
農
業
罷
出
候
節
番
人
井
外
人
足
共
之
目
間
を
見
合
辰
野
先
よ
り
迩
去

　
夫
よ
り
江
戸
表
え
罷
出
奉
公
稼
い
た
し
候
積
り
横
山
町
戴
丁
目
常
右
衛
門
結
え
目
見
二
罷
越
候
節
手
元
二
有
之
女
小
袖
三
品
盗
取
迩
去

　
盗
物
之
趣
は
押
隠
し
品
川
宿
喜
太
郎
店
吉
兵
衛
方
言
居
候
藤
兵
衛
を
頼
右
吉
兵
衛
二
質
入
い
た
し
貰
候
威
其
後
同
所
二
お
み
て
岡
部
内

　
記
組
廻
り
之
も
の
二
幅
召
捕
候
旨
申
之
候
思
様
ル
巳
年
町
奉
行
え
被
仰
望
候
寄
場
人
足
御
仕
置
箇
條
書
二
寄
場
迩
譜
第
い
た
し
候
も
の

　
死
罪
と
有
之
二
見
合
外
人
足
共
側
見
懲
上
郷
村
寄
場
二
お
み
て
死
罪
貫
流
仰
付
自
警
伺
候

　
　
此
儀
帥
種
か
却
塾
硬
浄
騨
迦
卦
減
配
畠
0
か
静
潟
和
か
盈
き
勘
躰
即
石
二
二
鱒
靭
言
論
伽
無
き
跡
此
度
上
郷
村
寄
場
迩
去
候
上
横
山

　
　
町
常
右
衛
門
方
え
愚
見
二
黒
越
候
武
神
元
二
有
之
女
小
袖
三
品
盗
取
候
科
は
盗
之
悪
事
二
て
敲
二
相
吉
開
前
科
も
有
之
一
旦
敲
二
成
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斎／Σ

hi旧 説

　
　
候
上
黒
門
い
た
し
候
も
の
入
墨
之
御
定
も
御
座
石
庭
手
元
二
有
之
品
を
與
風
鐸
取
候
心
置
雨
以
下
ハ
入
墨
敲
姐
御
定
二
付
右
二
相
鴬

　
　
罪
業
共
以
前
門
門
成
心
上
人
足
寄
場
え
差
入
二
相
成
罷
在
其
後
迩
去
金
科
二
て
寄
場
二
お
み
て
入
墨
重
敲
二
相
成
去
ル
巳
年
御
代
官

　
　
竹
垣
三
右
衛
門
方
え
引
渡
二
相
成
上
郷
村
寄
場
二
罷
在
候
庭
去
未
七
月
農
業
先
よ
り
又
候
迩
着
雪
も
の
二
付
言
三
月
町
奉
行
取
調
申

　
　
上
等
型
通
御
差
圖
相
濟
候
寄
場
御
仕
置
ケ
條
之
内
寄
場
墨
斑
候
も
の
戴
盲
目
は
入
墨
重
敲
と
相
極
り
候
二
見
合
入
墨
重
敲
相
常
之
も

　
　
の
痴
座
候
得
先
田
覆
漆
2
鶴
恥
海
溝
鄭
憲
論
難
隷
農
発
散
山
碧
黎
紅
型
律
慰
嬢
誉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
右
入
墨
は
不
長
辺
猶
又
入
墨
之
上
重
敲
申
付
元
之
如
く
上
郷
村
寄
場
え
遣
書
毛
旨
被
仰
渡
可
溶
哉
二
歳
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
　
　
評
議
之
通
濟

と
あ
る
も
の
が
そ
の
例
で
あ
り
、
　
盗
の
科
で
敲
に
な
っ
た
後
寄
場
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
が
逃
亡
し
、
　
そ
の
結
果
寄
場
で
入
墨
重
敲
に
処

せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
ま
た
寄
場
を
逃
亡
し
た
挙
句
窃
盗
を
働
い
た
も
の
に
対
し
、
こ
の
ば
あ
い
の
入
墨
重
敲
は
寄
場
逃
亡
に
よ
り

科
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
盗
に
よ
る
入
墨
後
の
盗
に
は
な
ら
な
い
と
し
、
し
た
が
っ
て
一
旦
敲
に
な
っ
た
の
ち
の
盗
の
再
犯
と
し

て
入
墨
重
敲
が
相
当
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
す
で
に
入
墨
の
刑
を
寄
場
で
科
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
ど
う
か
と
い
う
の
で
、
関
東
郡
代
中

川
飛
弾
守
に
顔
合
せ
た
と
こ
ろ
、
件
の
入
墨
は
「
寄
場
限
之
入
墨
二
て
（
通
常
の
入
墨
と
）
形
も
違
」
う
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
入
墨
の
前
科
は
考
慮
に
入
れ
ぬ
こ
と
と
し
、
改
め
て
前
記
盗
の
再
犯
相
当
刑
で
あ
る
入
墨
重
敲
に
処
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
例
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
寄
場
御
仕
置
と
一
般
刑
法
と
の
特
殊
な
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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皿
　
隠
費
女
の
再
犯

御
定
書
は
隠
悪
女
の
再
犯
に
関
し
何
等
の
規
定
も
お
い
て
い
な
い
。

佃
　
享
保
七
年
、
延
享
二
年
極

す
な
わ
ち
、
そ
の
第
四
七
条
「
隠
費
女
御
仕
置
之
事
」
に
は



徳川幕府刑法における刑の加重減軽日（石塚）

②個㈲⑤（6｝

一
　
隠
費
憂
い
た
し
候
も
の

元
文
五
年
、
延
享
二
年
極

一
　
踊
子
を
抱
置
爲
致
費
女
候
者

享
保
八
年
極

一
　
隠
三
女

　
　
　
　
　
　
共

元
文
五
年
極

一
　
踊
　
子

享
保
六
年
、
延
享
二
年
極

一
　
請
　
入

　
　
人
　
主

享
保
七
年
、
延
享
二
年
極

一
　
家
　
主

　
　
　
但
家
主
建
置
候
家
藏
有
之
候
ハ
・
五
ケ
年
之
内
店
賃
相
納
さ
せ
可
申
候

享
保
五
年
極

一
　
五
人
組

㈲
　
同

　
　
一
名
主

身
上
二
白
し
過
料
之
上
百
日
手

鎖
に
て
所
江
預
隔
日
封
印
改

右
　
同
　
断

三
ケ
年
之
内
新
吉
原
町

江
と
ら
せ
遣
ス

身
上
二
辞
し
家
財
三
分
二

取
上
候
程
之
過
料

身
上
二
鷹
し
過
料
之
上

百
日
手
鎖
隔
日
封
印
改

過

料

重
キ
過
料
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⑧
　
延
享
元
年
極

説

論
　
｝
地
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ケ
年
之
内
家
屋
叢
上
地
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店
賃
爲
相
納
五
ケ
年
過
候
ハ
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
地
主
江
可
被
返
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
但
外
二
糠
雨
候
共
右
同
断
二
取
計
ひ
又
候
賞
女
置
候
ハ
・
幾
度
も
同
様
二
申
付
明
地
ニ
ハ
申
付
間
敷
候

　
　
　
　
　
　
（
以
下
省
略
）

　
の
ご
と
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
隠
費
女
行
為
に
直
接
関
係
の
あ
る
も
の
は
、
ω
か
ら
ゆ
ま
で
で
あ
り
、
㈲
以
下
の
家
主
、
五

　
人
組
、
名
主
、
地
主
等
に
関
す
る
も
の
は
、
一
種
の
連
坐
規
定
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
直
接
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
隠
費
女
は
風
俗
の
紫
乱
を
招
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
當
局
も
し
ば
し
ば
こ
れ
が
禁
止
を
命
ず
る
書
付
を
発
し
て

　
　
　
（
二
五
）

　
　
い
る
が
、
か
か
る
違
法
行
為
は
な
か
な
か
治
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。

　
　
す
な
わ
ち
、
寛
政
三
年
の
「
隠
費
女
屋
再
犯
之
儀
二
付
評
議
」
は
、

　
　
　
隠
謀
女
屋
共
召
夕
桜
上
道
中
商
幽
い
た
し
候
も
の
轡
差
免
し
候
後
五
ケ
年
之
内
商
責
い
た
し
候
も
の
井
五
ケ
年
過
元
地
主
え
被
下
候

　
　
　
後
商
齋
面
面
も
の
七
二
其
費
女
屋
膳
所
藁
家
財
閾
所
申
付
右
建
家
跡
追
々
火
除
地
二
相
成
候
て
は
如
何
可
有
之
哉
兎
角
再
犯
不
相
止

　
　
　
哉
二
相
聞
候
再
犯
之
不
止
ハ
畢
寛
建
家
等
其
儘
有
之
事
故
繕
事
二
候
右
詰
所
を
以
評
議
い
た
し
可
申
上
（
後
略
）

　
な
る
老
中
松
平
和
泉
守
の
諮
問
に
対
し
て
、
三
奉
行
が
評
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
結
局
三
奉
行
の
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
）

　
の
結
論
と
し
て
、
前
掲
御
定
書
の
条
文
を
再
掲
し
て
答
申
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
し
か
る
に
、
右
の
評
議
に
も
拘
ら
ず
、
該
犯
罪
は
一
向
に
減
る
ど
こ
ろ
か
益
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
、
寛
政
五
年
の
書
付
を

　
も
っ
て
こ
の
禁
令
を
大
改
正
し
、
か
つ
強
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
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寛
政
五
丑
年
二
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
京
亮

　
　
松
平
和
泉
守
殿
　
筑
後
守
　
江
御
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

隠
費
女
之
儀
御
定
も
有
之
鮎
貝
夫
4
御
仕
置
申
付
候
庭
近
来
狼
二
相
成
間
も
な
く
右
学
費
致
し
候
も
の
も
有
之
由
如
何
成
儀
二
候
右
躰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

之
者
何
ケ
度
も
同
様
之
答
申
付
候
而
は
再
犯
之
者
不
相
止
候
二
付

一
　
隙
費
女
抱
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
　
身
上
不
残
建
家
共
取
上
百
日
手
鎖
二
而
所
江
即
製
口
封
印
改
再
犯
雪
線
は
身
上
不
残
業
家
共
取
上
江
戸
梯

一
　
隠
費
女

　
　
　
親
元
江
成
共
何
方
江
成
共
狂
人
勝
手
次
第
申
付
旦
吉
原
町
よ
り
改
出
候
分
井
片
付
方
無
細
分
共
三
ケ
年
之
内
吉
原
町
江
と
ら
せ

　
　
　
遣
可
申
候

一
　
請
人
人
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　

　
　
　
身
上
不
残
建
家
共
取
上
再
犯
之
節
ハ
不
残
建
家
共
取
上
江
戸
梯

一
　
家
　
主

　
　
　
御
定
之
通
申
付

　
　
　
再
犯
之
節
は
身
上
二
慮
し
過
料
之
上
家
主
取
放

一
　
五
人
組

　
　
　
御
定
之
通
申
付

　
　
　
再
犯
之
節
ハ
家
主
取
放
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論説

一一

の
ご
と
き
も
の
で
あ
り
、

る
と
し
、

し
た
が
、

こ
と
と
し
た
の
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

名
　
主

　
御
定
之
通
申
付

　
再
犯
之
節
ハ
名
主
役
取
放

地
　
主

　
御
定
之
通
申
付

　
再
犯
申
送
ハ
十
ケ
年
之
内
家
屋
敷
取
上
地
代
店
賃
還
相
納
十
ケ
年
遍
斑
晶
X
元
地
主
江
可
被
駁
撃
家
作
取
挑
ひ
火
除
地
二
可
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
）

　
成
場
所
之
儀
は
其
度
々
伺
之
上
可
取
計
候

　
　
　
　
　
　
　
隙
翠
雲
が
近
来
狼
り
に
な
り
再
犯
が
一
向
止
ま
な
い
の
は
、
彼
ら
を
何
度
も
同
じ
刑
に
処
し
て
い
る
か
ら
で
あ

　
隙
費
女
抱
主
、
請
人
、
人
主
、
家
主
、
五
人
組
、
名
主
、
地
主
等
の
再
犯
に
対
し
て
は
じ
め
て
刑
の
加
重
を
み
と
め
る
こ
と
と

　
と
り
わ
け
、
直
接
の
関
係
者
で
あ
る
単
費
女
抱
主
と
請
人
、
人
主
の
再
犯
に
は
江
戸
携
と
い
う
厳
し
い
態
度
を
も
っ
て
の
ぞ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
八
）
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（一

j
　
本
条
。
本
文
は
寛
保
元
年
の
左
の
仕
置
例
に
よ
り
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
総
国
岩
ケ
崎
村
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
拾
壷
人
練
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門

　
右
之
者
度
々
難
壁
儀
を
箱
訴
仕
答
も
可
申
付
旨
申
渡
置
又
候
訴
朕
入
候
申
付
右
省
恩
讐
在
方
百
姓
二
而
も
江
戸
携
申
付
候
例
有
之
候
故
其
段
巾
上

　
候
畢
寛
江
戸
俳
徊
差
留
候
儀
重
而
箱
訴
不
仕
た
め
之
省
二
付
右
之
返
申
上
候

一
　
重
き
替
之
者
ハ
江
戸
携
之
上
住
所
之
村
方
を
も
相
沸
候
儀
も
御
座
候
以
上
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酉
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
定
所
一
座

　
な
お
、
本
条
但
書
は
　
「
本
文
二
准
取
計
候
例
を
以
南
答
申
候
と
あ
る
か
ら
、
　
同
様
の
趣
旨
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
徳
禁
後
一
、
二
九
一

　
頁
）
。

　
本
条
の
規
定
に
よ
る
仕
置
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
新
類
集
五
（
＝
四
）
文
化
四
・
甲
州
江
草
村
新
左
衛
門
箱
訴
い
た
し
候
一
件
評
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
松
三
郎
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
州
巨
摩
郡
江
草
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
左
衛
門

　
　
右
之
も
の
儀
村
内
無
年
貢
之
地
所
有
之
由
且
村
役
人
共
煮
て
隠
居
爲
致
隠
居
料
不
相
群
青
は
年
貢
取
立
過
有
之
其
外
年
貢
二
重
二
取
立
候
杯
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
々
相
違
之
儀
申
立
差
越
再
三
箱
訴
い
た
し
候
二
付
叱
り
又
は
叱
り
之
上
手
鎖
二
相
成
候
後
も
又
候
雨
度
迄
箱
訴
い
た
し
候
始
末
不
屈
二
付
居
村

　
　
井
甲
府
を
描
…
江
戸
梯

（
二
）
　
御
定
書
に
は
以
上
の
ほ
か
、
　
「
從
前
々
之
例
、
一
、
橋
之
高
欄
又
ハ
武
家
屋
敷
之
鐡
物
外
シ
候
も
の
　
重
ク
敲
」
　
「
從
前
々
之
例
、
一
、
湯

　
屋
江
参
衣
類
着
替
候
も
の
　
敲
」
の
ご
と
き
軽
微
な
窃
盗
に
関
す
る
規
定
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
重
敲
又
は
敲
に
処
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で

　
あ
り
、
こ
れ
ら
も
ま
た
本
文
掲
載
の
盗
同
様
に
扱
う
趣
旨
で
あ
っ
た
こ
と
は
む
ろ
ん
で
あ
る
。

（
三
）
　
本
条
は
「
端
者
享
保
二
十
卯
年
下
谷
山
崎
町
勘
助
方
居
候
六
之
助
儀
同
類
申
合
所
々
廣
小
路
二
而
巾
着
を
切
又
ハ
下
緒
を
抜
キ
腰
鈍
等
取
候

　
二
付
敲
御
仕
置
二
成
候
塵
其
後
も
悪
事
不
相
止
巾
着
切
腰
銭
盗
取
不
届
二
付
入
墨
之
例
を
以
詰
襟
申
候
」
　
（
徳
器
後
壁
、
一
九
二
頁
）
な
る
仕
置

　
例
を
甚
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
科
条
類
典
朱
書
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
本
条
を
援
用
し
た
判
例
は
も
と
よ
り
多
い
が
、
一
、
二
挙
げ

　
れ
ば
、
古
類
集
二
六
（
二
〇
四
六
）
寛
政
十
一
。
本
郷
六
丁
目
甚
右
衛
門
召
仕
寅
松
盗
い
た
し
候
一
件
、
徳
川
時
代
裁
判
事
例
・
続
刑
事
ノ
部
、

　
天
明
八
・
赦
宥
出
牢
の
後
猶
又
往
來
人
の
携
帯
せ
る
物
品
を
度
女
盗
蓋
し
者
。

　
　
な
お
本
条
の
適
用
に
関
し
、
被
疑
者
が
初
犯
の
際
は
幼
年
者
で
あ
っ
た
ば
潔
い
に
つ
い
て
は
特
例
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
古
類
集
四
（
一
八

　
八
）
明
和
八
・
敲
二
曇
り
候
三
二
て
非
人
手
下
申
付
候
後
又
候
融
い
た
し
候
も
の
之
儀
脚
付
評
議
は

　
　
此
儀
六
年
以
前
無
い
た
し
候
依
摺
餌
可
申
付
聖
王
多
照
左
衛
門
手
下
申
付
候
は
拾
四
歳
之
節
之
盗
君
付
御
定
之
通
二
御
座
候
然
ル
嘘
再
犯
い
た
’

　
　
し
候
も
の
二
御
座
候
一
旦
蓋
明
「
成
候
上
姦
盗
い
た
し
候
も
の
入
墨
之
御
定
二
御
座
験
得
共
博
い
た
し
候
も
の
大
入
之
御
仕
置
よ
り
一
等
輕
可
申

　
　
旨
之
御
定
有
之
幼
年
之
無
宿
非
人
手
下
二
申
付
候
も
一
等
野
相
當
り
可
申
腱
再
犯
入
墨
に
て
ハ
最
初
之
御
仕
置
一
等
輕
く
相
成
候
詮
無
御
座
候
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論　説

　
　
問
伺
之
通
敲
相
當
之
仕
置
可
申
付
旨
由
渡
轍
汐
揮
左
衛
門
え
引
渡

　
　
　
　
評
議
之
通
濟

　
と
の
べ
、
初
犯
の
盗
の
際
、
無
宿
の
幼
年
者
で
あ
っ
た
た
め
、
御
定
書
第
七
九
条
の
「
追
加
、
寛
保
二
年
極
、
一
、
拾
五
歳
以
下
之
無
宿
者
途
中

　
其
外
に
て
小
盗
い
た
し
候
に
お
い
て
ハ
　
非
人
手
下
」
な
る
規
定
が
適
用
さ
れ
て
非
人
手
下
に
処
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
窃
盗
の
科
を
重
ね

　
た
も
の
に
つ
き
、
本
条
を
適
用
し
て
窃
盗
の
再
犯
入
墨
と
す
る
な
ら
ば
、
初
犯
の
際
に
大
人
の
御
仕
置
よ
り
一
等
軽
く
申
付
け
た
の
が
無
意
味
に

　
な
る
と
い
う
の
で
、
こ
れ
を
排
除
し
、
あ
ら
た
め
て
敲
を
申
付
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
類
似
の
事
例
に
つ
き
、
古
類
集
二
六
（
二
〇
三
二
）

　
天
明
三
・
無
宿
亀
次
郎
旧
い
た
し
候
一
件
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
新
堀
萱
町
目
久
兵
衛
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
平
次
甥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
時
無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
次
　
郎

　
　
業
態
も
の
儀
身
持
不
将
二
付
叔
父
誤
解
家
出
い
た
し
致
盗
繋
留
二
よ
っ
て
過
怠
牢
舎
御
仕
概
に
成
出
牢
以
後
盗
塁
相
止
小
船
町
雨
國
橋
に
て
胴

　
　
齪
之
内
二
有
之
候
減
縮
は
銀
空
佐
候
財
布
抜
取
候
段
不
屈
二
様
敲
之
上
叔
父
佐
平
次
え
嶺
渡

　
　
　
此
儀
御
定
書
一
二
旦
敲
二
成
候
上
溝
挫
い
た
し
候
も
の
入
墨
と
有
之
此
も
の
は
先
達
て
博
い
た
し
候
総
監
敲
御
仕
置
二
可
相
成
腱
幼
年
二
付

　
　
　
過
怠
牢
御
仕
概
二
成
候
後
又
候
貫
い
た
し
候
も
の
二
御
座
候
閥
右
御
定
二
見
導
入
墨
之
上
叔
父
佐
平
次
え
引
渡

　
　
　
　
評
議
之
通
濟

　
と
判
旨
し
幼
年
の
盗
故
一
等
軽
く
過
怠
牢
に
中
付
け
た
も
の
の
盗
の
再
犯
に
対
し
明
和
八
年
の
評
議
と
同
じ
く
、
敲
と
伺
っ
た
の
に
対
し
、
大
人

　
の
盗
再
犯
の
刑
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
そ
の
後
、
古
類
集
二
九
（
二
二
九
六
）
寛
政
五
・
非
人
松
五
郎
合
い
た
し
候
評
議
は
、
再
び
明
和
八
年
評
議
と
同
じ
取
扱
い
を
示
し
て
い

　
る
。
日
く
、

　
　
此
儀
（
中
略
）
此
も
の
は
最
初
之
盗
敲
二
相
詣
り
候
腱
其
節
は
拾
五
歳
以
下
二
付
非
人
手
下
二
相
成
小
屋
畑
落
後
又
候
途
中
之
盗
い
た
し
長
谷

　
　
川
平
土
方
え
被
管
敲
可
申
付
腱
非
人
之
儀
二
付
弾
左
衛
門
え
引
渡
候
庭
又
々
途
中
之
附
い
た
し
候
も
の
に
て
尤
外
不
婚
も
御
座
候
得
共
盗
之
科

　
　
重
二
付
一
旦
敲
二
成
候
上
輕
キ
盗
い
た
し
候
も
の
之
御
定
二
桑
園
入
墨

（
四
）
　
前
節
註
（
二
）
、
　
（
一
五
）
参
照
。
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（
五
）
　
た
と
え
ば
、
古
類
集
二
六
（
二
〇
四
二
）
寛
政
七
・
備
直
黒
笠
岡
村
に
て
捕
候
無
宿
徳
右
衛
門
盗
い
た
し
候
｝
件
、
古
類
集
二
六
（
二
〇
四

　
五
）
寛
政
十
一
。
無
宿
友
藏
幽
い
た
し
候
一
件
、
古
類
集
二
九
（
二
二
九
七
）
寛
政
六
・
當
時
無
雄
松
五
郎
盗
い
た
し
候
一
件
、
徳
川
時
代
裁
判

　
事
例
・
刑
事
ノ
部
（
四
八
四
）
文
化
七
・
敲
又
ハ
入
墨
相
當
引
渡
に
な
り
し
二
五
又
所
々
人
立
場
に
て
往
來
人
の
脳
鏡
抜
取
り
し
者
、
同
裁
判
事

　
例
・
刑
事
ノ
部
（
四
八
九
）
文
化
九
・
入
墨
過
怠
牢
の
刑
に
な
り
し
後
湯
屋
に
て
衣
類
前
掛
等
盗
呵
し
者
な
ど
。

（
六
）
　
古
類
集
四
（
一
九
九
）
寛
政
十
二
・
人
足
寄
場
逃
去
候
科
二
て
入
墨
二
成
二
十
又
候
寄
場
逃
壮
図
盗
い
た
し
候
も
の
之
儀
二
付
評
議
は
、
人

　
足
寄
場
逃
亡
の
科
に
よ
っ
て
入
墨
重
敲
に
処
せ
ら
れ
た
の
ち
の
盗
の
再
犯
に
は
、
本
条
は
適
用
せ
ら
れ
な
い
と
の
べ
て
い
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ

　
い
て
は
、
後
述
の
寄
場
御
仕
置
の
累
犯
の
項
で
詳
説
す
る
。

（
七
）
　
古
類
集
四
（
一
九
四
）
寛
政
六
・
興
簑
を
持
入
墨
之
上
重
敲
二
成
鹿
又
悪
事
い
た
し
候
も
の
御
仕
置
事
態
二
三
評
議
。

（
八
）
　
（
九
）
　
古
類
集
四
（
一
八
九
）
明
和
九
・
入
墨
重
敲
二
成
塁
上
混
物
と
乍
存
貰
受
又
は
預
り
置
候
も
の
御
仕
置
之
儀
二
付
評
議
。

（一

Z
）
幽
た
と
え
ば
、
窃
盗
の
現
場
を
見
付
け
、
丹
田
と
知
っ
て
跡
を
つ
け
て
行
っ
て
盗
賊
か
ら
無
躰
に
配
分
を
も
ら
っ
た
事
件
に
つ
き
、
古
類
集
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
本
）

　
六
（
二
〇
三
八
）
寛
政
四
・
野
州
塩
野
村
二
て
撃
茎
候
鳥
殿
之
蝶
蝶
博
之
取
計
い
た
し
候
一
件
評
議
が
、
　
「
此
儀
入
墨
を
抜
候
計
二
候
ハ
＼
如
元

　
入
墨
之
上
江
戸
沸
二
相
薫
り
候
得
共
吟
味
書
之
単
二
て
は
木
幡
村
三
内
宅
よ
り
無
宿
藤
七
松
五
郎
三
人
風
呂
敷
持
出
候
を
見
請
盗
物
と
存
跡
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
附
票
衣
類
三
品
無
塁
砦
配
分
測
候
は
真
物
と
見
込
ね
た
り
取
候
趣
意
と
相
聞
入
墨
後
転
盗
同
町
二
付
死
罪
」
と
の
べ
て
、
入
墨
之
上
江
戸
梯
と
伺

　
　
つ
た
掛
奉
行
の
見
解
を
斥
け
て
い
る
の
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

（一

黶
j
　
徳
禁
後
、
四
、
＝
一
九
頁
。

（
一
二
）
　
徳
禁
後
、
四
、
コ
ニ
四
頁
。

（
＝
二
）
　
徳
禁
後
、
四
、
一
三
五
頁
。

（一

l
）
た
と
え
ば
、
古
類
集
二
六
（
二
〇
四
四
）
寛
政
十
一
．
當
時
無
宿
伊
藤
直
作
盗
い
た
し
候
一
件
、
古
類
集
二
六
（
二
〇
四
七
）
寛
政
十
二
・

　
本
所
無
宿
入
墨
亀
五
郎
博
突
い
た
し
候
一
件
。

（一

ﾜ
）
　
註
（
八
）
　
（
九
）
所
引
糾
例
参
照
。

（一

Z
）
　
御
定
書
第
八
五
条

　
　
延
享
二
年
極

　
　
一
　
御
構
之
三
二
排
徊
候
上
悪
事
い
た
し
候
も
の
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論説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
二
候
ハ
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
　
　
　
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
無
之
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付

　
な
お
、
本
条
に
関
し
て
は
後
述
、
本
節
三
の
「
刑
の
執
行
継
続
中
の
再
犯
」
の
項
を
参
照
。

（［

ｵ
）
　
新
類
集
二
七
（
＝
一
六
）
文
化
六
・
無
宿
常
次
郎
初
筆
轟
い
た
し
候
［
件
。

（一

ｪ
）
　
そ
の
ほ
か
、
入
墨
以
後
廻
り
筒
博
変
を
数
回
し
た
も
の
に
つ
き
、
中
追
放
に
処
し
た
、
新
類
集
二
七
（
＝
○
八
）
文
化
二
・
當
時
無
宿

　
伊
三
郎
初
筆
幽
い
た
し
候
一
件
、
新
類
集
二
七
（
一
一
一
二
）
文
化
四
・
下
総
無
宿
金
次
郎
初
筆
幽
い
た
し
候
一
件
、
お
よ
び
衝
事
を
し
た
科
で

　
入
墨
之
上
敲
御
仕
置
に
な
っ
た
の
ち
、
職
物
故
買
を
な
し
、
盗
賊
と
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
止
宿
さ
せ
た
も
の
に
つ
き
、
重
敲
之
上
重
追
放
を
申
渡

　
し
た
、
新
類
集
二
七
（
一
＝
○
）
文
化
三
。
小
石
川
龍
門
寺
門
前
新
七
入
墨
を
押
隠
亭
亭
候
一
件
参
照
。

（
一
九
）
　
新
類
集
二
七
（
一
一
一
四
）
文
化
五
・
野
州
無
宿
な
お
初
筆
博
空
い
た
し
候
一
件
。

（
二
〇
）
　
新
類
集
二
七
（
一
一
一
五
）
文
化
六
・
佐
州
相
川
新
五
郎
町
幸
作
初
筆
博
疑
い
た
し
候
一
件
。
な
お
、
入
墨
以
後
め
く
り
博
変
一
度
し
た

　
も
の
に
つ
き
、
め
く
り
博
変
一
度
は
敲
相
当
で
あ
る
が
、
本
条
が
適
用
さ
れ
て
重
敲
を
申
渡
し
た
、
古
類
集
二
六
（
二
〇
四
四
）
寛
政
十
一
・
當

　
時
無
宿
伊
藤
直
作
盗
い
た
し
候
一
件
参
照
。

（
二
こ

（
二
二
）

（
二
三
）

（
二
四
）

（
二
五
）

巣
蔭
秘
鑑
、
貞
、
八
十
、
寄
場
御
仕
置
附
。

桑
蔭
秘
鑑
、
貞
、
八
十
五
寄
場
御
仕
置
御
尋
二
付
猶
又
評
議
導
体
趣
申
上
候
書
付
。

業
蔭
秘
鑑
、
貞
、
八
十
五
ノ
内
、
寄
場
御
仕
置
附
。

古
類
集
四
（
一
九
九
）
寛
政
十
二
・
人
足
寄
場
逃
去
候
科
二
て
入
墨
二
成
候
後
又
候
寄
場
逃
出
海
里
い
た
し
侯
も
の
之
儀
二
付
評
議
。

御
鰯
書
寳
暦
集
成
（
一
四
八
○
）
延
享
三
年
正
月
、
同
天
保
集
成
（
六
三
〇
三
）
天
明
八
年
十
月
、
同
（
六
三
〇
四
）
寛
政
元
年
七
月
、

　
同
（
六
三
〇
五
）
寛
政
四
年
四
月
の
各
書
付
。

（
二
六
）
　
古
類
集
四
（
一
九
一
）
寛
政
三
・
「
松
平
和
泉
守
殿
御
書
取
御
渡
」
隠
庶
女
屋
再
犯
之
儀
回
付
評
議
。

（
二
七
）
　
莫
蔭
秘
鑑
、
貞
、
⊥
ハ
十
七
、
寛
政
五
か
年
二
月
廿
八
日
書
付
。

（
二
八
）
　
た
と
え
ば
、
新
類
集
二
七
（
一
一
二
五
）
文
化
十
。
野
州
今
市
宿
作
兵
衛
隠
二
女
渡
世
い
た
し
候
一
件
。
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日
　
光
御
　
領
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